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ω
の
で
あ
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ま
ず
、
腕
訟
を
繰
ん
/
返
し
て
考
ヘ
て
見
ま
ず
る

ーζ
色
々
な
援
化
が
起
'
夕
、
時
点
、
す
が
夫
等
の
如
来
を
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参
考
迄

申
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述
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f
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、
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は
甚
だ
遺
っ
て
日
切
る
の
で
あ
る
、
.
奇
貨
を
ム
一
一
口
び
ま
す
と
、
ヒ

ユ
マ
ニ
テ
ィ
!
と
云
ふ
も
の
1
3

客
観
的
仁
成
立
し
北
の
は

資
に
今
日
に
於
て
始
め
て
い
E

あ
る
の
で
あ
ら
う
と
一
万
ふ
の

が
私
の
断
定
で
み
よ
ツ
ま
す
、
共
事
に
就
て
柳
か
凶
般
市
ん
の
大

惜
の
事
官
一
の
後
を
池
っ
て
御
話
し
て
見
、
党
い
と
思
ふ
の
で

あ
よ
ツ
ま
ず
。

ヒ
ユ

1
マ
コ
テ
ィ
ー
は
如
何
様
に
し
て
議
反
し
て
居
る
わ

と
古
び
ま
す
る
と
、
大
憾
に
於
て
二
つ
の
鮪
ザ
め
よ
リ
ま
す

北
一
つ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
分
量
の
噌
し
食
事
で
あ

1

り
ま
す
、
僅
が
に
五
十
人
レ
心
十
人
を
以
て
組
織
す
る
も
の

宅
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
と
言
び
得
ぺ
く
ん
ば
、
並
行
ヒ
ユ
}

マ
一
一
テ
ィ
ー
か
ら
し
て
今
日
十
幾
依
に
崎
市
加
し
て
組
織
す

る
に
至
つ
北
の
は
印
あ
ヒ
ユ

I
マ
コ
テ
ィ
i
の
人
口
の
量

の
上
が
ら
し
て
非
常
な
准
歩
と
ム
一
一
口
叶
い
ね
ば
な
ら
ぬ
、
邸
ち

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
議
燥
の
肝
要
な
事
項
の
一
つ
は
人

口
地
殖
と
見
る
の
で
あ
b
ま
す
、
叉
第
二
紡
と
し
て
、
人

間
の
接
民
は
交
通
の
護
法
と
一
五
ふ
事
で
あ
る
、
安
を
山
一
一
口
び

ま
す
る
と
、
世
界
、
が
康
く
な
っ
花
、
地
瑚
啓
上
の
世
界
が

防
波
く
な
っ
大
之
一
五
ふ
事
を
也
一
口
ぴ
允
い
の
で
あ
l

り
ま
す
、
世

，ーl、，う、日 1 ・..守.
ぜ J・~也、一

務

n¥i 

ブ
セ
岡

人

|前

畿
一
反

憂
慮
渓
陸
相
土
日
目
葬
礼
雪
之
内
、
ぐ

l
J
l
'
h
-
J
Z
-
A
z
-
-
t
I
F
J』
4
I
B
U
M
f
h
N
F

交
感
博
士
建
部
滋
一
本
口
宕
越

私
以
人
間
の
議
院
此
と
一
再
ふ
題
を
掲
げ
ま
し
、
花
、
是
は
邸
ザ
り

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
ア
ペ
ロ
!
プ
メ
ン
ト
と
一
芯
ふ
窓
味

で
あ

b
ま
し
て
、
み
一
機
今
日
ま
で
と
ユ
マ
一
一
一
ア
イ
!
と
一
五

ふ
言
葉
は
我
々
は
屡
々
開
く
の
で
あ
よ
リ
ま
ず
、
併
な
が
〉
b

此
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
之
一
再
ふ
事
拡
同
脱
皮
あ
っ
て
以
来
出
水

し
て
一
定
不
動
な
唱
の
で
あ
る
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

と
一
再
ふ
阜
の
観
念
は
卒
者
に
依
っ
て
殊
に
忠
総
家
に
依
っ

て
、
粉
々
共
意
味
を
異
に
す
る
者
以
U

あ
ウ
ま
す
る
が
、
ヒ

ュ
!
マ
一
ご
ア
イ
1
誕
刃
も
の
1
h

客
観
に
於
け
る
資
燃
は
架
し

て
歴
史
あ
っ
て
以
来
、
…
定
不
動
の
沖
も
の
で
み
る
か
IC-
一五

ふ
事
に
就
て
、
少
し
く
歴
史
上
の
事
費
ぞ
調
べ
て
凡
る
と

と
ユ

i
マ
一
一
一
プ
イ
ー
は
非
常
な
接
民
を
滋
げ
て
必
る
の
で

す
め
る
、
歴
史
の
始
よ
-
b
t
ユ
!
γ
コ
テ
ィ
!
?
乙
一
五
ふ
唱
の

は
若
し
合
一
口
ふ
事
を
得
ぺ
く
ん
ば
、
左
様
な
唱
の
が
あ
る
と

し
ま
し
た
所
で
、
今
日
守
口
ふ
町
仰
の
と
ユ

1
γ

二
一
ア
イ
!
と

の

i/ 

国
介
は
異
変
古
往
今
来
少
し
、
電
旋
く
・
肘
い
な
よ
ツ
は
せ
ぬ
、
極
く

精
密
な
る
山
県
を
山
一
一
日
ヘ
ば
世
界
は
縮
つ
食
の
モ
あ
る
、
犬
れ

は
ど
う
云
ふ
事
で
ゐ
る
か
と
一
万
ふ
と
地
球
の
熱
波
正
一
五
ふ

の
は
約
六
十
前
年
に
し
て
一
皮
の
割
合
を
以
て
冷
却
し
つ

つ
あ
I

り
ま
す
、
凡
そ
熱
が
冷
却
す
る
に
隠
っ
て
、
物
が
縮

、
ま
る
、
現
に
地
震
と
一
沼
ふ
が
も
の
が
あ
る
、
叉
火
山
の
隙
出
ず

る
よ
」
一
お
ふ
事
が
あ

b
ま
ず
、
目
芯
は
表
面
が
縮
ま
る
の
に
内

部
は
左
程
紛
ら
な
い
の
で
あ
ー
の
ま
ず
か
ら
、
隙
出
す
の
で

あ
る
、
是
を
除
ヘ
て
合
一
口
ひ
ま
す
る
な
ら
ば
饗
柑
を
抑
慣
す

将
仁
内
か
ら
汁
杯
が
出
る
如
を
誇
の
も
の
で
あ
る
、
協
同

山
、
磐
代
山
ー
に
一
万
ふ
や
う
に
日
本
に
於
て
は
近
く
火
山
の

随
出
を
経
験
せ
し
ひ
る
以
上
、
地
球
以
賢
に
小
3
く
と
そ

な
れ
、
大
き
く
は
な
っ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
ん
，
、
ま
ず
、
然
る

に
此
枇
仰
に
於
〈
木
口
此
地
球
の
表
面
に
於
て
一
人
間
が
援
問
的
し

て
居
る
と
一
万
ふ
事
拡
如
何
な
る
事
で
あ
る
か
と
一
五
ふ
と
、

人
間
の
占
め
て
居
る
地
面
は
旋
く
は
な
ち
な
い
、
今
ま
伯
、

御
互
仁
往
来
し
、
御
立
に
交
越
せ
才
る
所
が
次
第
に
交
漣

bd)
始
め
て
来
、
花
と
一
五
ふ
仁
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
、
故
広
人

口
の
婚
姻
に
欝
し
て
今
一
一
削
に
は
夫
等
人
間
の
接
民
的
も

~b 
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税

減

臼
交
遊
併
後
述
す
る
に
澄
つ
、
党
の
で
あ
1

ふ
り
ま
す
、
此
二
つ
の
s

く
か
ベ
先
輩
の
併
究
に
基
い
て
、
悲
れ
に
総
ム
ソ
、

irる
と
氏

方
法
に
依
-OJ
、
ま
し
て
、
人
聞
は
古
よ
F

り
非
常
な
議
践
を
致
の
計
算
に
よ
る
と
和
一
万
一
千
二
百
三
十
年
、
獄
中
U
天
皇
り

J

べ
た
と
一
三
尽
を
少
し
く
論
b
て
見
北
い
の
で
あ

22まず
一
十
八
年
に
は
日
本
の
人
口
が
四
百
九
十
八
一
向
八
千
四
十
二

先
づ
人
口
の
摺
殖
に
就
を
、
吟
仇
し
て
は
野
〈
我
い
即
日
本
に
就
一
人
と
一
去
の
で
あ
L

ク
ま
ず
、
一
々
感
げ
る
事
は
甚
だ
煩
ら

て
凡
ま
す
る
と
、
世
界
の
人
口
の
増
殖
に
於
て
も
粉
々
忠
一
は
し
い
が
此
人
口
摺
婚
の
大
勢
を
は
泊
る
符
に
節
々
だ
け
を

苧
に
過
ヤ
る
所
が
あ
J

り
ま
す
、
成
る
可
く
世
界
会
般
を
見
一
泉
げ
て
見
ま
す
る
と
、
ズ
ツ
と
下
J

り
、
ま
し
て
ト
ヂ
一
二
十
目
九

化
い
の
で
あ

b
d・-hす
が
、
吾
、
々
一
息
小
傘
に
し
て
犬
れ
だ
け
…
十
八
年
、
山
手
v

武
末
皇
の
天
平
八
年
に
は
八
百
六
十
一
一
誠
一

の
材
料
が
な
い
、
手
に
入
る
だ
け
の
材
料
で
見
る
と
先
…
千
必
百
七
十
人
に
殖
え
て
居
る
、
夫
れ
か
ら
殆
ん
ど
千
年

づ
日
本
の
人
口
に
就
て
康
史
上
一
榛
古
く
出
て
居
合
、
ま
す
一
ば

-pb
一
足
飛
び
に
下
っ
て
徳
川
崎
代
の
中
程
、
抱
一
万
一
一

の
が
紳
代
で
あ
'
り
ま
す
、
で
紳
代
に
は
八
百
碍
の
…
刑
法
日
二
千
三
百
八
十
三
年
、
中
御
門
末
以
一
…
の
享
一
保
八
年
に
は
日
本

天
の
安
川
原
の
紳
集
に
つ
ど
ぴ
紛
び
て
と
あ
る
、
天
の
安
…
の
人
口
が
二
千
六
百
六
高
五
千
四
百
二
十
二
人
と
一
宇
お
及

川
原
は
今
の
日
比
谷
川
炉
原
?
の

b
ま
ず
、
是
に
紳
集
ぴ
に
一
が
出
て
お
よ
ツ
ま
す
、
徳
川
時
代
に
は
人
口

-U左
様
大
い
な

銭
円
三
紛
ぴ
北
と
一
五
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
、
不
幸
に
し
て
一
る
機
動
な
く
し
て
而
し
て
今
上
天
皇
の
明
治
五
年
今
を
限

此
八
百
高
と
云
ふ
事
は
別
に
統
計
の
法
主
的
b
て
設
け
ら
プ
心
三
十
七
年
で
や
り
ま
す
が
、
英
時
に
は
如
何
と
一
五
ふ
し

れ
北
の
で
は
な
か
っ
北
の
で
あ
'
り
ま
ず
か
ら
し
て
不
幸
に
一
郎
も
一
一
一
千
三
百
十
一
高
八
百
二
十
五
人
で
あ
る
の
で
す
の

b

し
て
材
料
に
な
ら
ぬ
の
で
あ
ん
ま
す
、
是
枕
一
吋
の
事
に
就
て
一
晶
子
、
膝
史
に
於
け
る
日
本
人
口
の
滑
殖
は
大
憾
斯
く
の

私
は
多
少
研
究
を
始
め
・
・
咋
ま
し
た
ぺ
五
日
々
の
先
悲
で
寸
世
界
~
如
き
唱
の
ー
に
見
て
大
い
な
る
問
遼
び
は
な
か
ら
え
此
人

年
総
し
を
書
か
れ
セ
伊
東
蹴
殺
と
一
五
ふ
忠
貨
な
感
者
が
ゐ
口
増
加
の
趨
勢
に
就
を
、
ま
し
て
は
、
殊
に
日
治
戦
争
、
日

'
り
ま
す
、
業
時
分
の
榔
究
の
厨
く
限
よ
り
は
や
っ
柁
の
で
皆
露
戦
役
に
去
る
問
、
普
々
は
此
日
露
関
戦
許
可
誘
く
の
必
要

¥ぺ'1、
i け~、?~'，~!.t'/;.:'

ι _:，'/I(.す.れ

日

'
A

ヱハ

上
が
ら
頗
る
綿
密
に
調
査
を
し
忙
の
で
あ
1

り
ま
す
、
共
調

査
し
柁
所
の
材
料
が
揃
っ
て
居
ιり
ま
ず
か
ら
容
易
に
飴

b

大
な
る
間
違
の
な
い
調
査
が
出
来
、
な
の
で
あ

b
ま
ず
、
婆

ず
る
仁
一
一
向
人
に
就
て
年
々
人
口
の
熔
殖
が
百
二
十
三
人

と
一
お
ふ
位
ま
で
に
進
ん
で
ほ
泊
る
、
犬
れ
が
郊
に
今
日
は
殆

ん
ど
約
五
千
部
の
人
口
と
一
お
ふ
事
は
諸
君
の
御
記
憶
に
常

に
湖
、
花
な
る
遁
ιり
で
あ

b
ま
す
、
然
ら
、
ば
隣
閣
の
す
(
郊
に

於
て
は
如
何
で
あ
る
、
日
本
は
位
、
わ
一
一
一
千
年
足
ら
歩
の
問

仁
、
否
推
古
天
皇
が
ち
で
あ
る
か
ら
僅
が
二
千
年
足
ら
?

の
問
仁
五
百
前
向
足
ら
ヂ
わ
ら
し
て
五
千
前
向
人
に
殖
え
て
居

る
、
世
界
が
全
般
此
割
令
で
殖
え
て
居
る
わ
と
一
お
ふ
に
隣

闘
の
支
那
に
於
て
は
材
料
の
不
足
仁
悶
ち
ま
す
、
文
那
は

伊
東
先
生
の
や
う
な
人
が
来
、
だ
調
べ
て
御
出
仁
な

b
ま
せ

ぬ
か
ら
大
鑓
に
図
る
、
誰
も
知
っ
て
居
る
滋
1

り
賢
際
か
ら

ム
一
一
口
ふ
と
如
何
に
も
文
那
は
大
問
Irk-

見
え
て
、
チ
ヨ
ヅ
と
し

北
事
に
も
浮
山
な
人
間
を
使
ふ
文
事
.
が
A
H
る
、
例
ヘ
ば
春

秋
戦
闘
の
特
に
奈
の
伯
越
が
践
の
慰
問
十
寓
を
坑
に
滋
し

て
之
宮
盛
に
し
北
と
一
お
ふ
事
が
あ
る
、
ム
ハ
主
皐
四
海
一
、

出
羽
山
冗
阿
一
既
出
と
云
ふ
や
う
な
脇
山
に
大
土
工
を
初
め
ま

、、

、
‘事、 -.、弘、ヤ門町 J・-"、一陶 ‘ ・・牛..一・
-"‘.. ー 一一

町 e 喝〆

し
花
、
薬
工
事
仁
は
お
ふ
t

寓
人
古
川
悦
し
花
、
一
設
に
は
必

十
前
向
人
の
工
夫
は
管
工
事
の
勝
手
を
知
っ
て
居
る
か
ら
日
泌

が
生
を
て
印
刷
つ
て
は
其
勝
手
の
知
れ
る
虞
が
あ
る
之
一
五
ふ

の
で
打
殺
し
大
と
一
五
ふ
読
も
あ
ら
ま
す
、
是
等
は
丈
鮮
の

誇
張
，
や
ど
の
p

り
ま
せ
う
け
れ
ル
ル
ハ
、
敗
、
だ
け
で
以
て
ど

2fAふ

給
果
が
出
て
来
る
か
と
ム
一
一
口
び
ま
す
る
と
、
支
那
は
兎
に
角

大
闘
で
夙
に
人
口
が
多
く
あ
っ
食
事
以
分
ん
を
す
、
今
日
刈
日

々
素
人
の
問
に
は
文
郷
の
枇
合
殊
に
人
口
は
と
の
位
あ
る

か
と
一
万
ふ
傍
究
を
し
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
L

リ
ま
す
、
ど
う
も

支
那
-L
就
て
は
何
事
が
も
山
一
一
口
ふ
事
は
出
来
ぬ
、
北
ハ
・
一
聞
の
印
皮

は
ど
う
か
と
云
ふ
と
是
も
同
b
く
岡
る
の
で
あ

b
ま
ず
)

殆
ん
ど
是
に
濁
し
て
何
等
合
同
ふ
所
も
伽
一
以
、
一
初
め
か
ら
稲

穂
と
し
て
趨
ヘ
p
り
れ
る
外
な
い
、
然
ら
ば
A

ハ
プ
皮
西
洋
を
凡

ま
ず
る
と
、
西
洋
に
於
〈
も
人
口
は
非
常
じ
均
し
て
居
る

事
は
誰
し
宅
部
俊
し
ま
す
が
ど
の
位
婚
し
て
居
る
か
と
一
五

ふ
官
ず
に
就
て
多
少
の
調
査
は
感
者
の
問
に
初
っ
て
印
刷
I

り
ま

す
が
西
洋
に
於
て
も
人
口
統
計
で
絡
め
て
完
会
な
且
つ
儲

J

貨
な
と
思
へ
る
の
は
千
八
百
二
十
年
か
ら
か

JH捺
え
ま

す
、
夫
れ
に
擦
る
I
ζ

希
臓
の
ア
ゼ
ン
ス
仁
於
を
ま
し
て
は

}
七
七
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防
組
元
前
一
一
一
百
九
年
に
既
に
人
口
が
二
高
二
一
一
一

f
人
の
平
民
数
が
此
外
に
備
五
十
寓
を
数
ヘ
花
、
奴
識
の
数
式
克
仁
多

と
一
高
の
蹄
化
マ
心
外
一
日
リ
一
一
日
間
十
寓
の
奴
隷
を
持
っ
て
数
で
あ
っ
、
?
と
ぞ
か
説
、
?
め
t
り
ま
す
、
而
し
て
起
訴
レ
t

vつ
、
父
、
夫
れ
力
ら
亜
;
方
の
北
川
停
で
羅
隠
と
長
年
戦
十
年
前
に
歪
'
り
ま
し
て
は
る
民
の
放
が
司
十
五
高
人
総
人

ー
を
し
て
紀
元
前
百
凶
十
六
年
前
に
滅
ぼ
守
口
れ
花
、
ヵ
I
口
が
百
八
十
寓
人
で

nE倒
よ
F

り
概
純
一
川
ぴ
苦
留
に
住

セ
}
ジ
で
あ
よ
り
ま
す
、
此
一
蹴
む
の
時
に
於
て
宅
街
レ
七
十
寓
し
て
響
的
仁
詩
し
て
参
政
棋
を
ふ
判
ず
る
晋
の
市
川
引
引
い
一
川

の・
1
口
を
持
っ
て
ほ
泊
っ
た
と
一
去
の
で
あ
1

り
ま
す
、
而
し

y

り
ま
す
、
今
心
仁
和
一
万
前
二
十
八
年
の
い
ん
計
十
十
一
引
ぷ

て
誌
に
?
、
ま
し
て
は
維
ぬ
の
市
営
殺
し
ま
し
て
グ
憾
の
白
出
会
民
営
計
算
致
し
ま
し
て
四
百
九
高
一
一
一
千
人
と

一
八
日
の
増
加
が
議
活
早
い
の
で
あ
t

り
ま
し
て
紀
元
前
四
百
…
し
て
居
る
、
邸
ゆ
り
伊
太
利
の
自
白
人
目
的
一
は
就
に
一
千
レ
七
百

J

ノ
十
一
一
一
年
に
於
ぺ
川
に
武
器
を
執
っ
て
戦
争
に
耐
ゆ
る
の
…
寓
に
上
つ
な
と
一
三
素
分
る
の
で
あ
F

り
ま
す
、
長
路

年
一
紛
の
者
一
が
十
二
百
四
千
二
百
十
五
人
あ
っ
セ
の
で
あ

b
一
馬
の
人
口
は
少
く
と
活
百
八
十
高
に
下
ら
な

5
と
と
バ

寸
け
い
一
般
の
歴
史
に
は
此
武
器
乞
執
J

り
得
る
批
丁
、
若
者
…
う
て
宜
し
い
然
る
に
-
純
一
万
後
に
室
1

り
ト
ま
し
て
い
J

十
川
!
日

ι訟
の
思
仰
を
人
口
の
賢
一
政
Ir--
」
ず
る
と
一
五
h

ま
に
な
っ
て
一
・
情
の
時

JZJり
ま
す
、
犯
一
五
則
第
一
四
世
紀
の
時
で
あ
r
り
ト

ほ
ん
み
ま
す
、
夫
れ
で
計
算
数
し
ま
す
る
と
、
其
皆
川
崎
緑
町
内
仁
…
し
忠
一
、
呉
川
崎
に
卒
り
ま
し
て
、
線
開
的
が
ん
長
引
て
仕
鉾
ぴ

川
‘
材
、
る
総
人
口
が
蹴
に
四
十
九
重
八
千
人
あ
っ
北
と
し
な
一
人
口
は
百
二
十
湾
人
に
減
つ
大
と
一
お
ふ
専
に
な
つ
か
れ
r
っ

け
イ
ば
な
ら
ぬ
、
然
坤
-
，
心
仁
純
一
帯
一
一
一
百
一
一
一
十
八
年
に
於
を
一
ま
ず
、

HZア
ゼ
Y

ス
わ
ら
カ
!
セ

i
u
及
ぼ
誌
と
一
五

斗
出
し
て
、
日
公
民
の
数
十
六
前
向
九
千
、
従
っ
て
総
人
口
が
六
十
・
)
ふ
古
代
の
三
大
都
舎
に
於
き
ま
し
て
、
人
口
増
織
の
也
九
J

抗
日
計
十
時
仁
川
匂
昨
日
続
行
げ
れ
ば
け
り
い
川
協
同
日
明

γ百
二
寸
高
仁
慈
し
北
の
で
あ
F

り
ま
す
、
而
し
て
奴
隷
の
て
中
世
以
来
敵
同
級
巴
各
一
耽
舎
の
人
口
は
如
何
十
あ
っ
た
わ

週
靖

3
3海
高
悶
悶
明
穏
靖
認
渇
滋
沼
沼
渦
渇
望

314ES2一
i
唱
語
諸
説
封
錦
器
騎
手
年
器
削
除

t
V
3
τ
i耳
司
ヨ

4uaum切
泊
尉
h
品
目
問
仁
引
吋
昨
日

H
S

中
世
は
御
案
内
の
如
く
ダ
ト
グ
エ
l
p
と
一
五
ふ
の
で
あ
A
ソ
ど
柑
蛍
ず
る
砂
で
あ
F
O
'
d
必
ず
、
業
時
仁
綿
蹴
西
の
人
口
は

ま
ず
か
ら
誠
仁
政
賃
上
の
計
算
は
困
難
叫
に
あ
t
り
ま
す
、
御
八
百
寓
乃
至
千
蔦
と
一
万
引
か
の
で
あ
1

り
ま
す
、
夫
れ
か
ら
色

承
知
の
遇
。
敏
感
は
持
伯
母
よ

b
追
突
附
切
な
母
問
で
あ
ん
/
'
ま
々
な
給
率
が
あ

b
ま
し
て
、
千
三
百
廿
八
年
に
翠
タ
ま
し

ず
、
な
陥
や
は
中
山
祉
に
於
て
煩
一
獄
哲
一
患
が
可
な
J

り
盛
え
て
居
て
脱
仁
二
千
高
乃
至
二
千
ご
百
一
尚
之
一
五
ふ
に
・
路
、
，
ん
で
応
る

つ
k
、
併
な
が
ら
数
字
は
モ
ウ
少
し
人
間
が
洛
付
が
な
く
の
で
あ
L
リ
ま
ず
、
夫
れ
か
ら
一
千
お
百
十
五
年
ル
ィ
十
四

て
は
談
話
せ
ぬ
、
本
校
の

mw準
は
存
b
ま
せ
ぬ
が
、
早
稲
田
世
の
残
く
な
つ
な
一
二
年
後
仁
大
幾
減
ム
ツ
ι

ま
し
て
伎
に
千
八

大
感
杯
を
見
ま
し
て
も
女
感
科
哲
皐
科
は
夙
仁
開
け
ま
し
百
高
と
書
い
て
あ
る
、
然
る
仁
千
お
百
七
十
年
の
時
に
な

な
け
れ
共
、
哩
ム
科
之
一
お
ふ
も
の
は
第
二
期
披
張
rL
於
て
ん
ま
し
て
は
叉
大
い
仁
一
同
彼
致
し
‘
咋
仇
し
て
、
}
子
凶
百
五

関
わ
れ
大
次
第
で
あ
1

り
ま
す
、
印
も
〆
l
グ
エ

l
A
V
に
向
十
高
、
夫
れ
か
ら
一
千
八
官
一
年
仁
淫

b'ま
し
て
設
に
仰
似

つ
〈
必
計
で
あ

ho--eす
と
が
、
数
量
的
概
念
を
求
め
る
の
蘭
西
に
於
き
ま
し
て
は
J

初
め
て
第
一
の
人
口
調
査
が
行
は

は
所
湖
水
仁
一
撚
っ
て
無
を
求
る
主
流
ふ
事
は
党
が
れ
ま
也
れ
北
の
で
あ

b
ま
ず
、
業
時
に
は
こ
千
六
百
九
十
一
一
一
高

O

ぬ
、
併
な
が
ち
今
日
に
於
澄
ま
し
て
幸
に
も
俄
関
西
E

乙
一
誠
一
お
百
五
十
六
人
之
一
五
と
風
に
多
く
な
っ
て
居
る
、
此
駄
を

ふ
閥
仁
就
き
ま
し
て
は
誠
仁
忠
一
貨
な
患
者
一
が
あ
ち
、
咋
仇
し
て
一
見
る
と
伊
東
氏
の
日
本
の
人
口
仁
闘
す
る
桝
究
l
L
ル
バ
吋
/

業
結
果
を
吾
々
が
聞
く
事
が
出
来
る
の
で
あ
'
り
ま
す
、
犬
了
人
}
ル
伴
内
の
泊
四
蘭
西
の
人
一
口
に
闘
す
る
研
究
の
中
に
異
な

れ
は
彼
の
ル
バ
吋
ノ
ス
ト
ル
之
一
耳
、
ふ
患
者
の
計
算
じ
擦
る
と
で
ゐ
脱
が
な
い
、
如
何
に
奇
符
節
を
令
す
る
に
は
殺
が
な
る

プ
ー
ル
人
の
人
口
は
六
百
・
ν
七
十
一
肉
?
と
な
っ
て
ほ
刷
つ
大
の
で
一
べ
か
ら
ず
心
事
で
あ
J

り
ま
す
、
了
皮
徳
川
時
代
の
末
架
下

あ
I

り
ま
す
、
犬
れ
が
ち
γ
ヤ
!
レ
マ
シ
帝
時
代
の
例
蘭
百
戸
於
け
る
日
本
の
人
口
は
約
二
千
レ
七
百
前
向
ー
で
取
引
武
天
皇
の
天

了
皮
今
を
距
る
事
一
千
百
年
ば
わ
ら
前
で
あ
1

り
ま
す
が
日

A

平
九
年
、
却
も
千
二
百
年
ば
が
よ
リ
以
前
の
人
口
が
八
百
部

防
本
は
先
き
い
L

申
し
従
事
武
夫
泉
一
天
平
八
年
の
時
代
に
殆
ん
で
あ
t
り
ま
す
、
側
関
西
も
丁
皮
夫
れ
仁
令
っ
て
居
る
、
俄
税

]
七
九

議

苦立



b
u
、

投
H
u

m
而
'l
ぃ
、
印
も
日
本
i
L
曲
目
ぴ
側
関
西
と
守
口
ぴ
千
一
-
一
百
年
前
商
人
次
ぎ
が
六
千
二
百
二
十
湾
入
国
間
し
て
一
低
一
千
二
百

に
於
て
は
八
百
寓
で
あ
っ
北
が
約
一
一
一
倍
依
増
加
し
て
居
る
悶
十
三
雨
入
、
米
闘
は
五
百
三
十
一
両
人
よ

6
一
一
一
千
二
白

此
人
口
の
増
加
は
随
分
一
悲
し
い
、
千
年
主
一
一
口
へ
ば
伶
F

り
短
{
六
十
湾
人
に
室

6
、
同
し
て
一
見
ら
に
お
千
六
百
一
間
十
五
時

い
時
期
で
唱
な
い
が
、
然
ち
ば
税
近
…
百
年
間
仰
に
於
て
は
一
人
と
な
っ
て
居
る
、
相
側
海
-
拡
二
千
一
石
市
、
一
一
千
五
官
一
四

ど
の
位
[
な
っ
て
居
る
か
と
一
五
ふ
と
二
百
年
聞
に
於
て
の
一
十
湾
入
、
変
ら
に
五
千
六
百
三
十
七
一
同
人
に
な
っ
て
居
る

人
口
の
地
殖
と
一
再
ふ
唱
の
は
夏
ら
に
著
し
い
替
の
が
あ
る
一
規
地
利
旬
牙
利
は
二
千
三
百
十
寓
わ
ら
一
一
一
千
二
十
八
前
に

の

Zrり
ま
(
差
吋
の
数
を
俄

b
グ
ド
ノ
¥
し
て
読
み
一
手
り
克
ら
に
凶
千
五
百
四
十
商
人
と
な
っ
て
居
る
、
日
本

よ
げ
る
の
は
如
何
は
し
い
芋
で
あ
p

り
ま
す
け
れ
共
、
救
と
す
μ
二
千
五
百
五
十
湾
人
よ
λ
ツ
一
一
千
七
百
八
十
五
両
人
に
笠

一
五
ふ
告
の
は
甚
だ
興
味
の
あ
る
刃
も
の
で
あ
ん
ノ
ま
し
て
、
・
沢
一
ト
り
瓦
ら
に
四
千
レ
七
百
八
十
高
人
と
な
っ
て
ほ
泊
る
、
此
附
制
序

皐
杯
、
よ

b
は
議
に
数
I
ζ

一
五
ふ
る
の
は
剖
白
い
刃
も
の
で
み

b
一
は
総
て
現
今
の
人
口
の
順
序
に
倣
う
柁
の
で
あ

b
ま
ず
，

ま
す
、
吾
、
々
は
数
の
一
品
目
を
聞
澄
ま
す
る
と
、
天
績
の
一
品
目
勲
一
英
闘
は
千
六
百
二
十
一
尚
人
か
ら
ニ
千
レ
百
三
十
七
湾
人
に

を
向
く
の
戚
b
が
致
し
ま
す
、
野
く
御
党
を
家
b
ま
し
て
一
変
J

り
、
瓦
ら
に
凶
千
百
八
十
四
球
人
に
主
っ
て
居

b
ま
ず

諸
君
に
私
の
此
秘
識
の
仰
木
み
を
頒
か
北
う
と
思
ふ
の
で
あ
一
例
蘭
西
は
二
千
六
百
九
十
高
か
ら
一
一
平
二
百
・
九
十
高
に
一
t

b
ま
す
o
夫
れ
で
十
九
世
紀
に
入
t
り
ま
し
て
蛍
時
の
究
明
…
人
而
し
て
一
一
一
千
八
百
九
十
六
一
尚
に
湿
っ
て
活
ιリ
ま
ず
、

闘
に
批
(
丸
、
ま
す
る
と
、
敏
之
一
五
ふ
悲
の
は
重
苦
な
闘
だ
…
伊
太
利
以
千
八
宵
十
寓
わ
ら
二
千
一
二
百
六
十
二
高
人
に
窓

け
を
慰
げ
斗
仇
す
る
之
、
‘
千
八
百
年
に
於
け
る
人
口
と
夫
れ
…
ゥ
、
一
見
ら
に
一
一
一
千
二
百
四
十
五
寓
と
な
っ
て
居
る
、
夫
れ

か
ら
五
十
年
花
っ
て
、
千
八
百
五
十
年
に
於
け
る
人
口
と
か
ら
、
西
班
牙
、
瑞
典
、
那
威
、
白
耳
義
、
ル

i
y
コ
ヤ

千
九
百
年
に
於
け
る
人
口
と
此
一
一
一
つ
を
是
わ
ら
感
げ
る
の
葡
萄
牙
、
和
蘭
、
瑞
西
、
希
勝
、
セ
ル
グ
ヰ
ャ
、
子
抜
是

で
あ
1

り
ま
す
、
露
西
躍
を
見
ま
す
る
と
三
千
八
百
八
十
八
等
の
悶
々
は
悉
く
略
し
て
総
て
以
上
述
べ
ま
し
た
図
々
仁

因
習
司
司
司

3
3
2
3
3
3沼
3
3
3
3
3
3現
時
悶
悶
古
書

I 

日
目
八

O

JJ1、，
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'.弘

F

岨
初
島
給
料
配
針
制
副
社
}

J
Q訓
WRy--hatu串
2
4
b

司
U
T
4
』
司
官
官
一
戸
れ
A
喧口

:毒

.、

A

・

山
似
て
誌
兆
十
を
見
、
ま
す
る
と
、

A
A
等
究
明
闘
に
於
け
b
人
於
き
ま
し
て
は

3
2お
ふ
割
合
に
港
ん
品
、
居
る
と
云
ふ
事

ヤ
乙
ト
ル
制
仰
に
脱
澄
ま
し
て
は
第
十
九
世
組
の
努
頭
は
ニ
を
確
に
す
ロ
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
t
り
ま
す
、
一
而
し
(

則
。
川
目
い
ん
十
四
商
し
が
な
が
っ
た
が
夫
れ
が
三
億
一
千
一
此
間
仁
川
智
-
ま
し
て
人
口
将
来
日
間
生
活
の
混
ん
で
居
る
事

U
F白
川
計
七
市
と
な
f

り
而
し
て
第
十
九
世
犯
の
末
年
廿
世
純
一
は
著
し
き
ま
只
で
あ
よ
ツ
ま
ず
、
併
し
世
界
の
大
都
仰
の
百

り万

-K11億
O
八
百
二
十
八
市
内
I
C
一
?
ま
に
な
よ
り
ま
し
一
年
間
の
人
口
の
増
加
を
申
し
ま
す
る
と
、
伶
訟
は
矢

v
b

k
ぃ
/
交
現
に
於
営
、
沖
仇
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
が
此
僅
か
一
千
八
百
年
わ
ら
千
九
百
年
ま
で
に
八
十
六
訪
問
五
千
よ
t
り
六

ペ
百
前
町
仁
川
一
何
に
増
加
し
北
か
と
一
三
習
い
回
起
で
も
分
一
百
五
十
八
高
、
翌
日
は
六
高
一
千
ょ
I

り
一
二
百
五
十
一
一
足
1

る
の
で
あ
t

り
ま
す
、
世
界
人
口
増
加
の
趨
勢
拡
大
抵
廷
で
一
巡
ん
で
行
を
、
巴
…
虫
は
五
十
凶
高
八
千
か
ら
二
百
六

2
ハ

wm
せ
ら
れ
ま
す
、
併
し
妓
に
注
意
す
べ
を
は
す
〈
明
悶
以
外
一
高
広
滋
ん
で
居
る
、
パ
ル
リ
シ
は
十
七
市
内
一
一
千
よ
y

り
百
八

山
人
口
、
も
斯
る
比
例
マ
進
ん
で
居
る
の
で
は
な
い
、
郎
も
一
十
八
高
に
増
加
し
ジ
カ
J
は
間
十
一
市
内
七
千
か
ら
百
レ
ヤ
寸

集
時
間
掠
に
は
一
百
年
よ
L
リ
は
差
別
の
千
年
間
の
舵
命
日
・
究
明
七
ハ
高
ま
で
進
ん
で
居
る
、
然
活
ジ
カ
ゴ
拡
其
の
初
め
の
計

閥
I

乙
稀
-
せ
ち
る
、
閣
に
於
て
も
飴

b
多
く
は
進
歩
し
な
か
…
算
は
千
八
百
三
十
わ
七
年
で
あ
J

り
ま
す
、
総
納
は
二
十
一
一
ニ
市
内

つ
な
、
極
く
大
一
搬
を
す
ロ
っ
て
見
る
之
、
英
千
年
間
に
於
け
る
…
一
千
よ

b
百
六
十
六
両
に
浮
か
、
支
那
の
茄
来
は
目
前
向
よ

議
壌
と
?
な
の
は
、
業
後
の
百
年
間
の
援
誌
と
一
ぞ
か
が
も
す
百
六
十
高
に
進
ん
で
居
み
東
京
は
五
十
レ
者
レ
七
千
よ
I

り

の
?
に
除
』
り
大
差
一
が
な
い
、
千
年
間
に
於
て
三
倍
一
一
文
け
の
均
一
昨
年
の
市
制
調
査
の
結
果
で
あ
ん
J

ま
す
が
、
百
五
十
九
一
向

加
仰
げ
し
か
っ
化
、
而
し
て
其
一
後
の
百
年
間
の
於
を
、
ま
し
て
は
一
に
港
ん
/
で
ほ

2
、
セ
Y

ト
ペ
ト
ル
ス
プ
ル
グ
は
二
十
二
政

工
十
五
分
の
泊
加
が
あ
る
と
瓦
ふ
位
で
あ
t
り
ま
す
、
北
(
吋
迎
刊
か
ら
百
二
十
レ
ヱ
尚
に
縫
ん
モ
居
、

ρ、
川
倒
λ

以
上
一
ァ
げ
)
川

b
女
羽
の
進
歩
に
依
よ
り
ま
し
て
、
人
口
の
夜
連
は
非
常
に
・
ャ
は
二
十
二
高
二
千
よ
y
り
百
二
十
九
渇
に
担

λ
で
加
る
、

鈎
遼
び
ま
す
が
ふ
、
是
等
-
克
明
間
を
除
い
て
の
他
の
図
々
仁
此
一
百
年
前
仁
人
口
の
多
を
は
世
界
の
中
に
於
き
を
し
て

魯
骨

uv

剖
刷
判

演

日

λ
日

、
、



設

加
は
す
一
那
の
旋
東
で
あ
っ
た
、
並
行
設
持
伶
敬
、
翌
日
、
巴
史
機
、
主
少
で
あ

b
ま
す
、
矧
ぐ
の
如
く
人
口
仁
開
削
し
て
h

一一日ふ

品
加
わ
に
立
つ
銭
感
を
拝
し
て
居
つ
北
と
一
三
一
芝
川
A
Mヲ
'Q

の
事
は
色
、
ク
め
よ
ソ
ま
す
け
れ
共
之
を
綜
ず
る
に
人
口
之
云
ふ

で
あ
1

り
、
ま
す
、
所
的
制
今
品
目
の
戚
ー
し
一
辺
ふ
事
一
思
議
加
入
が
守
口
一
号
の
に
付
J
K

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
は
人
間
の
限
史
あ
っ
て

ブ
て

f
bま
す
、
貨
に
さ
迎
t

り
で
あ
る
、
而
し
て
人
口
二
一
以
来
非
常
に
接
民
を
し
て
居
ッ
?
一
お
ふ
事
は
明
ら
わ
で
あ

十
両
の
都
合
の
人
口
哨
減
を
比
べ
る
と
斯
と
ノ
一
五
ふ
事
仁
な
一

b
ま
す

ふ
、
総
て
第
十
九
世
紀
の
米
仁
一
於
て

V
ゐ
F

り
ま
す
が
、
ニ
然
る
に
唯
々
人
口
其
替
の
-h
接
民
営
し
て
居
る
の
み
な
ら

一
十
一
高
以
上
の
人
口
は
英
闘
に
於
て
百
分
の
二
十
凶
@
問
、
安
、
人
の
交
遊
を
瞥
ひ
欧
州
に
於
γ

滋
ん
で
居
る
事
は
悲
げ
巾

川
知
る
に
一
寓
以
上
の
都
合
の
人
口
増
枇
砲
の
比
例
に
於
て
、
切
な
唱
の
で
人
間
が
護
展
を
す
る
と
一
五
ふ
事
に
就
て
此
交
汲

b

五
十
九
分
の
Ah
で
あ
J

り
ま
し
犬
、
是
に
於
て
は
色
々
面
白
の
使
不
便
に
依
っ
て
英
皮
の
逮
ふ
と
一
お
ふ
事
は
明
ら
か
で

)
誌
が
あ
I

り
・
ま
す
ノ
、
併
し
飛
ん
で
日
本
を
見
る
と
二
十
一
尚
あ
λ
ツ
ま
ず
、
例
へ
ば
泉
村
僻
地
に
於
け
る
五
戸
レ
声
或
拡

以
上
人
口
の
総
計
は
百
円
分
の
レ
心
@
五
で
あ
ム
ソ
ま
し
北
、
而
十
戸
の
邑
の
如
会
安
湿
の
稀
な
る
所
に
於
て
は
人
抑
制
間
接

し
て
一
部
以
上
の
人
口
百
分
の
十
凶
o
五
だ
け
に
な
ら
ぬ
の
遅
々
た
る
性
情
の
溌
訟
の
遅
々
な
る
三
一
五
ふ
事
は
合
一
口
ふ

誌
だ
j
い
¥
日
本
人
拡
-
将
衆
-
紘
一
括
が
英
吉
利
人
よ

192お
に
迄
唱
な
い
、
然
る
に
東
京
戒
は
京
都
、
名
古
屋
と
一
五
ふ
所

ωι
い
J

丘
一
一
日
以
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
此
人
口
の
似
何
度
却
も
で
あ
る
と
人
間
は
見
馴
れ
問
馴
れ
よ
」
一
お
ふ
紡
わ
ら
或
此
滋

土
地
の
単
位
に
於
け
る
人
口
の
放
た
恕
げ
、
女
A
q
J
t九
、
一
キ
徳
上
惑
い
相
官
識
上
誠
一
は
風
俗
上
或
は
務
紳
上
の
援
諮
を
乱
一

ロ
メ
川
ト
ル
の
平
方
に
し
、
ま
し
て
、
品
名
一
府
提
せ
る
所
は
く
滋
げ
る
ー
と
一
お
ふ
諜
に
な
る
、
日
芯
等
以
訪
台
人
間
の
後
民

，
臼
刀
議
で
あ
J

り
ま
す
、
此
底
に
以
二
百
二
十
こ
入
居
t

り
ま
の
一
方
切
で
以
て
夜
通
の
接
民
と
云
ふ
鮪
か
ち
榔
察
w
j
h

れ一

手
J

、
英
次
ぎ
は
き
口
一
利
が
百
二
十
七
入
、
英
次
ぎ
が
臼
本
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
唱
の
ふ
、
会
館
交
遊
と
一
ぞ
か
w
r
i
九
間
一
，

で
百
十
レ
七
人
、
呉
川
他
伊
太
一
利
が
百
十
人
、
刷
物
慾
は
一
白
人
仁
田
に
守
口
び
ま
ず
る
と
世
界
は
東
洋
と
西
洋
と
こ
っ

i
mる

議
週
沼
理
骨
祖
国
辺
司
書
調
通
草
寸

議

、

一

a

h
沼
田
回
目
白
日
づ
之

λ 

2軍事

tc・
宙
空
ノ
て
宜
し
い
、
葉
東
洋
と
西
洋
と
は
歴
史
上
古
き
時
.

期
に
於
て
は
多
少
の
交
通
を
致
し
忙
の
，
で
あ
る
、
然
る
に

中
頃
か
ち
数
し
、
.
咋
仇
し
て
斯
る
交
通
が
絶
え
斗
仇
し
て
東
伴
は

東
洋
、
だ
け
で
次
第
仁
交
泡
を
准
め
て
行
を
西
洋
以
西
洋
で

叉
犬
れ
仁
交
通
を
匙
め
て
行
き
、
斯
く
の
如
く
仁
し
て
恋

迷
し
て
行
き
ま
し
忙
所
で
西
洋
の
世
界
仁
於
て
は
交
通
と

一
五
ふ
事
が
非
常
に
接
述
致
し
み
す
れ
し
北
、
惑
に
東
洋
仁
、
ま
で

共
手
を
加
け
柱
、
是
に
於
て
東
洋
と
宵
洋
rc
が
再
び
交
通

の
機
運
ど
聞
き
、
惑
に
は
現
今
の
如
ぐ
世
界
交
認
の
時
期

に
歪
つ
食
I
ζ

一
五
ふ
の
が
此
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
援
辰
巳

於
け
る
交
通
綾
田
仰
の
大
勢
脱
で
あ
よ
り
ま
す
、
交
通
の
欧
州
に

就
き
ま
し
て
絢
れ
に
述
べ
る
事
は
時
の
許

3
N
B
る
事
で
あ

F

り
ま
す
る
し
叉
斯
う
一
五
ふ
事
は
頗
る
繁
維
の
川
事
f

で
あ
よ
り
ま

ず
か
ら
大
憾
の
事
に
止
め
て
置
を
，
ま
し
て
、
業
開
に
於
け

る
一
二
の
著
大
な
事
畿
に
就
て
、
交
通
の
恋
遼
史
上
の
一

二
の
著
大
な
事
柄
に
就
て
少
し
く
世
界
的
事
情
を
泉
げ
ま

し
て
河
口
う
し
て
大
略
立
論
の
参
考
と
し
ゃ
う
と
思
ふ
の
で

あ
ム
ツ
ま
す
。

侃
今
東
洋
と
西
洋
の
閥
係
を
考
へ
ま
す
る
と
樹
く
古
代
に
於
?

議

、

演

、

、
ζT、う.'.-ド、

‘t 

て
忍
U

交
通
が
多
少
あ
つ
な
と
思
び
ま
す
、
例
へ
ば
ゼ
'
ミ
テ

ミ
え
が
西
洋
の
組
一
万
八
骨
組
に
於
て
印
皮
を
征
め
て

来
花
、
是
等
は
印
も
東
洋
の
一
部
な
る
印
皮
に
向
つ
‘
1
西

洋
の
一
部
大
る
バ
ピ
ロ
ニ
ヤ
の
方
か
ら
交
池
、
ど
川
仰
い
従
凡

そ
交
通
と
一
五
ふ
唱
の
は
最
も
談
議
す
る
時
期
に
到
B

り
ま
す

以
前
仁
於
を
合
し
て
は
交
混
の
潟
め
の
交
滋
で
は
決
し
て

な
い
の
で
必
ポ
ノ
何
か
或
日
的
配
有
し
て
ほ
泊
る
所
の
交
泌
で

あ
ら
ま
す
、
其
目
的
に
之
を
五
つ
に
分
け
る
事
が
出
来
る

軍
事
的
交
通
、
宗
激
的
交
遇
、
政
治
的
交
遇
、
一
般
合
的
安
滋
わ

及
実
化
を
普
及
す
る
日
的
、
食
る
実
化
交
通
す
め
ら
ま
す
、

而
し
て
此
セ
ミ
ラ
ミ
ス
の
遠
征
に
よ
る
交
泡
の
如
き
は

ム
一
一
口
ふ
ま
で
も
な
く
一
種
の
軍
事
的
交
通
で
あ
-bま
す
、
斯

く
の
如
き
交
混
は
広
口
々
一
夙
に
記
憶
し
て
必
・
'
り
ま
す
、
犬
れ

か
ら
叉
b
目
的
を
以
て
行
は
れ
食
も
の
を
由
一
口
び
ま
す

ι・夫

れ
よ
1
9
二
千
二
百
年
ば
か
よ
リ
泌
も
ま
し
て
ペ
ル
ジ
ヤ
が
希

臓
を
襲
う
花
、
夫
れ
か
ら
二
百
年
過
ゆ
り
ま
す
と
ア
レ
キ
サ

y
ド
ル
が
今
度
ペ
ル
ジ
ヤ
の
方
わ
ら
中
央
亜
細
甑
及
印
皮

ま
で
征
め
て
来
大
と
一
五
ふ
交
通
が
あ
λ
ツ
ま
す
、
是
は
腿
史

上
に
於
て
何
等
の
事
情
‘
も
な
い
が
、
私
一
個
の
設
と
し
て

λ 



論

波

ヴ
八
四

防
御
紹
介
致
し
ま
ナ
な
ち
ば
例
へ
ば
戒
感
者
の
設
に
依
る
と
大
宛
月
底
は
通
商
の
目
的
配
以
て
し
、
北
の
で
あ

b
ま
す
、

文
那
の
貸
出
?
と
一
お
ふ
人
が
あ
る
、

HZ黄
色
人
種
の
元
副
加
之
賞
、
ね
て
西
域
仁
佼
し
、
な
の
は
、
一
万
狩
一
万
年
、
商
伴
の

で
あ
る
と
守
口
つ
柁
が
1

之
は
異
変
ア
ヅ
ジ
リ
ヤ
の
人
で
あ
和
一
万
前
千
二
百
年
-
仁
な
っ
て
加
る
の
ぜ
あ
F

り
ま
す
、
そ
れ

る
、
而
し
て
支
那
の
究
明
は
ア
ヅ
ジ
リ
ヤ
か
ら
行
つ
校
、
か
ら
限
続
勝
目
早
街
青
が
旬
奴
を
…
前
つ
北
の
は
赴
よ
よ
ツ
一
一
年

デ
詐
(
'
析
は
ア
ヅ
ジ
リ
ヤ
の
究
明
を
以
て
一
初
の
初
、
ま
よ
リ
と
前
で
み

b
ま
ず
、
そ
れ
で
議
征
に
潟
ず
る
峨
失
と
し
て
叶
ー

す
る
、
ナ
カ
ノ
¥
器
用
な
読
と
し
て
多
少
世
間
の
注
目
を
合
に
出
る
乙
と
で
あ
1

り
ま
す
、
藤
旧
東
湖
の
詩
仁
母
一
一
一
決
レ

引
い
た
の
子
ー
の
よ
り
ま
す
が
今
日
之
を
御
紹
介
す
る
は
僚

b

死
尖
而
不
レ
死
と
い
ふ
支
に
鮫
桃
山
免
法
不
可
レ
期
と
守
口
つ

隙
尉
で
あ
J

り
ま
ナ
が
、
併
し
て
唯
々
回
廷
を
引
合
に
出
し
ま
て
居
る
の
は
却
も
住
娘
銚
崎
、
み
よ
ツ
ま
す
忽
光
で
あ
1

り
ま
す

ιた
の
は
支
那
に
到
し
て
所
期
間
胞
の
五
口
々
か
ち
合
一
口
ひ
ま
…
定
法
は
後
撲
の
班
越
、
班
定
訟
で
あ
λ
ツ
ま
ず
、
そ
れ
で
以
必

ず
る
と
西
亜
細
亜
印
も
西
洋
の
一
部
文
る
西
亜
細
亜
と
東
一
等
媒
挑
定
惑
が
高
旦
の
縫
征
を
誠
&
ま
ず
前
に
統
に
張
議

洋
の
中
v
心
に
}
泣
い
支
那
と
の
交
通
は
歴
史
以
前
に
於
て
行
一
…
川
西
域
に
使
せ
る
と
と
、
限
騎
勝
目
成
'
が
旬
奴
を
討
つ
十
い
し
ん

い
れ
、
食
事
が
あ

b
T乙
一
お
ふ
鏡
、
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
云
ふ
事
が
ゐ

b
ま
す
、
是
等
の
人
は
と
う
一
五
ふ
方
而
仁
川
政

事
を
チ
ヨ
y
l
L

一
告
白
す
る
仁
止
め
る
の
で
あ
y

り
ま
す
、
か
れ
な
か
と
い
ふ
之
張
鴇
の
遠
征
が
一
山
白
い
、
今
そ
の
以

而
し
て
切
か
に
膝
史
上
文
那
と
西
洋
と
交
過
の
あ

b
ま
し
の
名
前
の
中
一
ニ
を
製
げ
ま
す
と
彼
は
筏
わ
ら
段
々
商
の

ふ
比
の
は
史
認
の
大
兆
の
熔
史
?
と
後
波
書
の
大
宛
列
停
を
見
方
ヘ
行
を
そ
れ
わ
ち
少
し
市
ヘ
行
く
の
で
あ
t
り
ま
す
、
犬

る
t
r
一
切
か
に
書
い
て
あ
る
、
印
も
撲
か
ら
積
去
り
図
々
に
れ
か
ら
議
に
太
秦
仁
去
っ
校
、
京
都
の
近
成
主
仕
る
剣
山
知

交
設
を
闘
い
て
ほ
泊
る
の
で
、
邸
主
設
の
張
器
、
所
潟
障
壁
と
い
ふ
字
で
あ

b
ま
す
i

此
太
-
奈
は
後
に
似
駅
と
巾
し
ま

伎
が
百
域
仁
使
し
て
大
宛
月
成
総
て
交
通
を
問
い
、
父
、
此
し
た
、
英
太
秦
I
ζ

一
石
ふ
底
ま
で
感
ん
に
交
迩
し
女
子
と
叶
い

以
切
に
於
を
‘
ま
し
て
撲
は
政
治
的
目
的
を
以
て
ー
交
-
泌
を
闘
を
事
貸
で
あ
L
リ
ま
ず
、
誕
地
紡
は
何
廃
か
と
い
ふ

2
・
今
日
仁

星
空

i 

黒

岩
司

"、マ眠ヘー、句、ー、 い←、司‘ 与 r、ィ." . 、 今可

‘ 
騎 ι(

於
て
何
鴻
が
ゴ
一
つ
の
読
が
あ
る
、
リ
ヒ
ト
ホ
1
プ
ェ
ン
仁
鵠
れ
蕗
の
結
国
が
を
幾
ず
に
至
ら
な
か
っ
食
の
で
あ
L
Y
ま
す
、
斯

様
仁
東
西
は
時
タ
マ
何
か
開
削
ぴ
出
し
な
様
γ
ト
突
滋
し
化
と

ば
是
は
練
馬
、
だ
と
一
五
ぴ
、
プ
レ

y
ト
氏
の
設
で
拡
ジ
リ

γ

だ
と
一
再
び
、
我
が
白
鳥
博
士
は
之
を
挨
及
だ
と
い
ふ
業
の
て
乙
一
拡
僅
か
に
有
よ
リ
ま
し
北
到
底
東
西
の
交
滋
魁
域
以
長
く

仰
れ
ア
め
る
仁
せ
よ
前
撲
の
張
緩
時
代
仁
於
営
、
官
よ
し
て
隊
一
誠
一
種
の
総
合
、
法
一
鎖
を
以
て
紡
打
付
け
る
迄
仁
川
J

よ
ら
な

い
ん
た
那
と
挨
及
、
若
く
は
ジ
リ
ヤ
誠
一
時
に
交
殺
の
あ
っ
、
乏
が
つ
北
の
で
あ
L
り
ま
す
、
然
る
問
に
東
洋
は
来
設
け
の

乙
と
は
事
変
r

で
あ
'
り
ま
す
、
然
司
，
心
に
一
度
比
の
如
き
交
混
一
匹
-
域
仁
於
て
西
洋
は
叉
百
件
ふ
ん
け
の
区
域
-
に
於

3・
ιて

と
い
あ
は
の
拡
之
、
を
除
ヘ
て
古
一
日
ぴ
、
ま
ず
る
と
火
事
で
宇
一
着
々
と
其
交
諮
問
係
を
縫
い
め
て
行
つ
大
の
で
、
之
に
μ
刊
を

き
A
Wる
E
野
治
局
、
が
駅
出
し
て
出
て
す
く
、
む
ウ
ノ
火
ー
は
一
・
ま
し
て
日
本
と
文
那
と
の
関
係
拡
、
坊
は
法
的
川
使
f

で
あ
る

け
れ
だ
り
か
ら
な
く
な
っ
大
と
で
も
い
一
打
撃
誌
で
所
間
で
か
遣
唐
使
で
あ
る
と
か
或
は
ズ
:
昔
の
応
仁
天
皇
の

川
町
一
軒
.
十
川
ヘ
る
廃
品
川
ト
¥
薬
効
果
、
北
る
}
時
に
し
て
…
朝
に
竜
一
一
極
般
鴨
川

Z
Lツ
ム
ま
し
て
朝
鮮
の
人
が
日
本
ヘ
参

伽
一
引
引
ふ
い
故
仁
衛
官
敢
に
張
誕
の
交
通
、
{
英
影
響
装
竺
1

り
ま
し
、
を
と
、
モ
y
I
ζ

古
く
は
天
ノ
日
仏
側
が
来
、
、
決
モ

ト
恥
一
が
常
位
仁
な
っ
て
日
泊
ツ
Q
E一
五
ふ
識
に
い
わ
ぬ
、
此
の
如
一
少
と
十
μ
く
は
卓
球
議
嶋
一
等
か
一
一
掃
を
制
限
略
し
於

i
v
Jゆ
1
J

を
専
は
其
-
光
一
測
を
郷
ヘ
て
無
か
っ
、
北
の
で
あ

b
ま
す
が
ズ
一
段
々
硲
か
で
鉱
山
い
廃
合
で
湖
っ
て
行
を
ま
す
が
)
収
品
川
一
民

吋
ノ

ι後
に
第
十
三
世
紀
に
於
を
ま
し
て
再
び
成
土
日
可
汗
の
一
一
管
当
ん
の
歴
史
に
湖
っ
て
御
推
測
な

3
る
仁
任
せ
て
暫
く

法
一
祇
が
あ
っ
さ
起
も
亦
来
よ
1

り
市
仰
に
向
つ
花
の
で
東
洋
よ
一
泊
ぎ
ま
す
、
叉
.
西
洋
が
西
洋
中
相
五
-
に
交
混
一
せ
る
辺
町
、
、

上
ゾ
西
洋
に
向
っ
て
大
に
移
住
し
て
居
る
の
で
あ
ι
リ
ま
す
第
一
如
き
は
西
洋
の
歴
史
を
紙
く
と
段
々
ゆ
背
い
て
あ
る
、
悲
功
、

十
五
険
組
の
初
め
仁
一
於
て
は
モ
ゴ
ル
情
闘
が
興
よ
り
ま
し

t
J
大
一
慨
に
於
て
推
論
な

3
2と
が
必
要
で
あ
る
と
い
寸
事

、β
法
仁
川
皮
を
風
廃
す
る
仁
平
り
ま
し
な
、
期
う
一
五
ふ
風
を
御
糊
め
す
る
広
止
め
ま
す
、
此
の
如
く
じ
し
〈
京
将
は

ω
川
智
大
一
県
伊
吹
い
て
通
る
と
い
ふ
紙
一
訟
で
訟
に
永
続
す
る
東
洋
と
し
て
西
洋
札
宵
浮
と
じ
て
次
第
仁
川
会
決
議
総
械
を

、

言誌

被

日

λ
一泡

、、
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議

波
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八
六
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一一パ

引
開
演
め
今
よ
J

り
一
一
一
四
百
年
前
郎
も
西
洋
の
中
世
史
の
一
部
が
せ
る
首
班
芳
、
是
努
の
闘
に
は
常
時
の
政
治
上
の
問
題
を

近
世
史
に
な
る
特
に
至
っ
て
西
洋
の
交
通
と
い
ふ
唱
の
は
解
決
す
る
に
向
つ
〈
wwhv
に
一
日
の
長
と
い
ふ
位
地
主
仕

非
常
仁
開
け
て
会
つ
犬
、
同
b
く
西
洋
と
云
び
ま
し
て
唱
つ
食
の
で
あ

b
ま
す
、
況
や
英
蛍
時
献
に
ア
ヱ
ル
ジ
一
ナ

γ

司
m-側
一
盟
、
と
欧
羅
凶

u
t一
附
者
の
関
係
が
叉
甚
だ
面
白
い
ド
反
イ
サ
ペ
一
ア
の
聯
令
に
な
ん
ノ
寸
し
北
西
・
班
牙
は
陥
に
統

闘
係
が
あ
p

り
ま
す
が
そ
れ
ら
は
総
て
略
し
、
ま
し
て
兎
に
角
一
コ
れ
て
居
つ
士
而
し
て
新
航
路
の
伶
凡
に
成
功
し
た
け
も

近
世
の
初
は
是
如
何
ー
な
る
時
代
で
あ
る
か
と
云
び
ま
す
と
の
で
あ
y
り
ま
し
大
わ
ら
先
づ
此
紡
に
於
て
第
一
の
先
制
を

歴
史
家
は
之
を
名
つ
け
て
義
兄
殖
民
の
時
代
と
一
万
ふ
織
で
着
け
花
の
が
西
班
牙
及
葡
硝
牙
/
で
あ
っ
た
の
で
あ
し

i
i

あ
ふ
、
似
て
近
世
史
は
交
滋
を
標
準
Ir--
し
て
五
一
期
に
分
っ
す
、
続
い
て
叉
和
蘭
が
之
に
針
し
て
甚
だ
傍
伴
な
地
位
に

事
が
出
来
る
と
思
び
ま
す
、
第
一
期
以
印
コ
ロ
ン
バ
ス
の
居
ム
ツ
ま
し
て
、
拓
殖
交
混
と
い
ふ
乙
之
に
・
先
仰
を
犯
し
た
、

車
米
利
加
接
見
、
バ
ス
ゴ
ダ
グ
マ
の
印
皮
航
路
接
見
に
盛
和
闘
の
次
仁
川
μ
実
古
利
が
和
蘭
に
打
勝
も
ま
レ
て
而
し
て

に
総
〈
時
期
で
あ
J

り、
ψ

仇
し
て
之
を
名
け
て
拓
地
交
通
の
時
日
溜
ま
ず
収
3
の
潟
に
裂
し
、
党
勢
力
を
次
第
に
拓
航
交
設
の

代
と
ウ
一
口
び
ま
す
、
此
時
代
に
於
を
ま
し
て
欧
羅
巴
の
図
々
方
に
に
向
け
る
に
歪
ん
ま
し
北
、
而
し
て
商
班
牙
初
荷
牙
と

は
御
案
内
の
如
く
初
て
女
装
復
興
と
い
い
か
締
紳
止
の
革
命
い
ふ
弘
の
は
段
段
萎
徴
し
て
参
'
り
ま
し
花
、
殊
仁
宵
班
牙

と
教
法
改
革
と
い
ふ
壮
舎
上
の
大
革
命
と
を
経
文
ば
か
よ
リ
が
勝
誇
つ
、
北
海
上
の
威
勢
に
梁
b
て
有
名
な
る
イ
ン
ピ
ン

で
あ
ιり
ま
し
て
之
は
所
締
モ
ダ
I
ン
グ
レ
ー
ト
ナ
ジ
ョ
ナ
γ
プ
ル
ア
ル
マ
ダ
と
い
ふ
二
百
五
十
般
の
戦
胞
を
以
て

リ
チ
}
ス
の
後
述
す
べ
を
時
機
で
あ

h
ま
ず
、
多
く
の
園
近
く
合
同
へ
ば
ロ
ゼ
ス
ト
ヱ
ン
ス
キ
ー
が
バ
ル
チ

Y
グ
艦
隊

民
は
未
だ
多
く
の
能
力
を
域
外
に
仲
ず
乙
之
は
出
来
な
が
A

を
卒
ゐ
て
日
本
ヘ
来
襲
し

tIr--」
殆
ど
匹
敵
ナ
ペ
を
勢
を
川
以

つ
花
、
そ
の
め
岡
崎
極
め
て
-
有
利
な
境
遇
に
印
刷
つ
な
梓
は
バ
て
英
吉
利
の
近
海
に
視
は
れ
犬
、
之
民
間
し
て
我
前
東
一
郷

ス
コ
ダ
ガ
マ
を
出
せ
る
、
初
萄
牙
及
コ
ロ

yf
バ
ス
を
出
だ
捉
替
の
地
位
に
立
っ
て
立
波
応
戦
捻
を
牧
め
た
の
は
印
も
一

望
遇
措
喜
望

主
主
陸
自
駐

E
A草
野
リ
込
町
主
出
品
祖
鱒
駐
蕊
説
長
農
民
臨
最
寄

-、

英
士
口
利
の
海
軍
大
勝
ド
レ

1
キ
モ
あ
よ
り
ま
し
花
、
是
に
於
の
で
あ
L
り
ま
す
か
ち
斯
か
る
祉
舎
は
徐
J
P多
く
議
建
ず
る

て
蓄
は
海
上
に
ぎ
を
振
ぴ
其
徐
被
と
し
て
英
古
利
も
の
せ
無
い
の
で
あ

b
字

、

然

る

に

川

民

地

警

は

殆

は
隆
々
と
し
て
旭
日
の
昇
る
如
を
勢
で
あ
ム
ツ
ま
し
花
、
滋
ん
ど
何
等
の
議
慣
な
く
喜
一
な
て

ωも
会
J

ノ
を
以
て
前
J
に

に
第
十
レ
心
怯
畑
山
以
後
は
和
蘭
性
、
口
う
甚
だ
し
く
表
ヘ
は
致
…
突
進
す
べ
き
性
質
の
枇
舎
で
あ
L
リ
ペ
す
か

j
d川
仁
川
パ

し
ま
せ
ぬ
が
裏
目
ま
鎖
倒
芳
一
は
海
上
の
寝
械
を
鰹
っ
て
居
…
は
殖
一
氏
一
郎
枇
舎
の
匙
歩
は
磁
が
に
中
川
閥
!
誌
、
寸
ノ

Z
6
6
5

日
日
一
一
刊
は
日
間
同
日
MMdmu
ド
仰
い
江
口
け
目
的
ハ
抗
日
間
引
制
刊
訂

あ
よ
ツ
ま
す
、
同
窓
ず
の
閥
は
主
と
し
て
新
大
陸
に
於
て
和
蘭
闘
が
無
く
防
っ
そ
枇
合
的
運
動
を
生
!
日
、
印
も
帥
畑
氏
一
地

は
東
洋
の
東
印
皮
群
島
に
於
て
大
に
拓
殖
-
事
業
を
ま
の
濁
立
で
あ
ら
ま
す
、
故
に
第
一
期
す
交
通
の
時
点

牝
、
印
も
本
閣
か
ら
直
に
交
惑
を
聞
く
と
い
ふ
の
で
鉱
山
く
遮
れ
て
出
て
参
'
り
ま
し
忙
の
は
ど
う
し
て
が
も
此

-M刈…
υ
j

U
ん
人
間
を
航
ゑ
て
そ
の
出
来
、
文
人
間
之
本
闘
と
の
交
通
を
の
猫
立
時
代
と
い
ふ
事
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
比
却
区

間
く
と
い
ふ
様
仁
縫
っ
て
、
之
が
近
世
紀
の
初
以
来
行
拡
於
け
る
先
概
念
品
お
け
た
の
は
誰
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
印
も

れ
き
し
と
で
第
一
期
は
邸
も
拓
縮
交
通
の
時
代
で
あ
F

り
ま
千
レ
七
百
レ
心
十
六
年
よ
F

り
し
て
千
レ
ヱ
臼
八
十
一
ニ
缶
詰
央
官
刺

ず
、
滋
仁
是
が
如
氏
地
と
い
ふ
唱
の
に
な
っ
北
の
で
あ
る
の
コ
ル
ン
ザ
オ
片
ス
が
大
軍
を
卒
ゐ
〈
玖
め
花
の
を
澗
直

球
に
長
職
に
合
を
ま
し
て
替
憤
沓
格
と
い
ふ
唱
の
に
文
配
置
-
N
V
撃
退
し
校
社
烈
な
盟
米
利
加
の
濁
立
戦
争
で
あ
t
り
ま

れ
り
れ
比
谷
一
杭
啓
一
千
二
五
ふ
も
の
は
祉
合
進
歩
の
一
つ
の
す
、
続
い
て
車
問
茶
利
加
の
wm班
芳
一
関
一
畑
氏
一
地
の
濁
丘
、

大
な
る
要
項
で
あ
ら
ま
ず
、
秩
序
、
る
め
て
大
拐
な
も
の
綴
い
て
墨
西
諸
問
の
獅
立
と
い
ふ
様
な
川
畑
一
一
一
州
大
乱
、
刀
〈
一
紛

で
あ
L
リ
ま
す
け
れ
ど
も
、
若
夫
れ
、
杏
憤
替
称
ば
が
ち
期
立
の
時
代
と
な
っ
花
、
之
か
ら
混
ん
で
万
三
期
仁
至
っ
て

M
W

ぬ
ま
す
と
秩
序
、
が
勝
っ
て
進
歩
せ
ぬ
と
い
ふ
祉
舎
に
な
る
は
援
に
初
て
敵
カ
東
漸
の
時
期
と
な
っ
北
、
英
欧
カ
東
漸

F
 
戸

‘、，.
届rr
 

、
‘
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訴i

波

て
八
八

ω
の
先
駆

2
見
る
ぺ
念
大
事
件
が
二
つ
あ
F

り
ま
す
、

千
五
百
十
三
年
九
月
二
十
六
日
仁
西
班
芳
人
バ
ル
ト
ロ
メ

ウ
デ
ア
ス
と
い
ふ
者
が
ダ
リ
エ
シ
の
地
峡
を
建
く
去
1
9

斗
仇
し
て
西
の
方
太
卒
洋
を
接
見
し
犬
、
口
誌
が
悩
失
、
花
、
般

に
し
て
マ
ゼ
ラ
ン
が
舶
を
太
卒
洋
の
水
仁
浮
べ
松
、
太
平

洋
と
い
ふ
名
前
は
マ
ゼ
一
7
y
p
輿
ヘ
北
名
、
だ
地
闘
を
織
く

と
市
型
米
利
加
の
パ
タ
プ
コ
ヤ
の
・
南
側
州
・
ピ
ラ
デ
ル
ヒ

1
1

J
J

は
巾
3
ば
市
直
米
利
加
大
陸
の
希
盟
降
党
る
マ
ゼ
ラ
ン

海
峡
，
で
あ
f

り
ま
す
、
太
卒
洋
を
欧
線
巴
人
の
逝
つ
、
な
の
は

是
が
似
失
で
あ
り
ま
す
、
国
よ

b
日
本
人
以
一
初
よ
1
9
太
平

洋
を
知
っ
て
居
つ
化
、
今
一
つ
著
大
な
事
件
以
印
も
西
比

利
団
建
設
で
あ

b
ま
す
、
館
西
毘
が
商
比
利
型
を
建
設
い

党
し
ま
し
文
の
は
交
に
千
五
百
八
十
一
年
で
あ
'
り
ま
す
、

初
て
百
比
利
型
を
述
設
し
而
し
て
オ
ゴ
ヅ
グ
海
仁
政
治
上

の
予
を
伸
一
ぺ
出
し
北
の
は
千
レ
七
百
六
年
で
あ

b
ま
す
、
僅

か
百
二
十
五
年
の
間
に
一
一
千
里
の
境
域
を
阻
ハ
し
士
、
之
乞

蹴
っ
て
丸
る
と
一
日
に
こ
町
何
問
づ
t
b

混
ん
で
居
る
計
算

に
な
る
の
で
あ
F

り
ま
す
、
此
間
の
協
商
亜
の
政
策
以
必
ホ
/

し
宅
拓
地
殆
民
に
在
つ
、
党
議
で
は
あ
ん
/
ま
せ
ぬ
、
英
目
的

一
つ
は

と
す
る
腐
は
唯
々
、
コ
ザ
ツ
グ
騎
兵
と
犯
罪
人
E

乙
を
怒
っ

て
地
を
略
し
北
の
で
あ
1

り
ま
す
、
そ
の
略
し
文
彪
の
地
を

拓
殖
す
る
乙
と
は
守
口
ふ
路
弘
鉱
山
い
、
そ
乙
で
太
卒
洋
の
後

見
と
西
北
利
直
建
設
と
い
ふ
二
大
事
件
は
第
一
期
二
期
と

い
ふ
問
の
準
備
的
事
項
と
な
っ
て
居
よ
り
ま
し
て
而
し
て
第

三
期
に
至
よ
り
ま
し
て
欧
総
巴
の
カ
が
東
に
逃
ん
で
来
る
乙

と
仁
な
つ
犬
、

此
欧
カ
東
漸
と
い
ふ
乙
と
は
我
々
は
四
つ
の
議
筋
か
ら
京

大
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
一
は
郎
も
印
皮
の
方
面

上
よ
リ
せ
る
英
士
口
利
の
カ
で
み
よ
り
ま
す
、
第
十
八
世
紀
の
字

以
後
か
ら
致
し
品
よ
し
て
英
吉
利
人
が
印
皮
に
向
っ
て
勢
力

を
伸
ば
す
乙
と
が
次
第
仁
加
は
つ
な
の
で
あ

b
ま
す
、
尤

も
印
皮
仁
子
を
伸
ば
し
大
唱
の
は
英
吉
利
の
み
f

で
は
無
わ

っ
犬
、
殊
に
英
士
口
利
の
最
大
な
る
競
争
点
省
は
側
関
西
で
あ

y
り
ま
す
、
直
米
利
加
令
衆
悶
仁
於
き
ま
し
て
活
英
古
利
と

銚
蘭
西
と
は
長
い
間
互
角
の
争
を
し
て
居
1

り
ま
し
北
が
慾

仁
英
世
口
利
の
方
が
勝
を
占
め
ま
し
な
、
爾
数
十
年
仁
し
て

調
立
の
図
が
出
来
、
党
懇
で
あ
ん
J

ま
す
今
日
仁
於
澄
ま
し
て

は
令
衆
図
の
北
、
そ
れ
か
ら
カ
ナ
ダ
仁
於
き
ま
し
て
親
仁

;‘:子:モ

ム;Jj-JI;/;i{

i 
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悌
関
西
一
諸
聞
を
意
。
ノ
カ
ナ
ダ
イ
ヤ
y

這
入
っ
て
点
字
り
ま
し
北
の
は
前
の
西
比
一
利
民
・
見
設
の
時
代

以
札
似
百
五
十
湾
入
居
-bま
す
、
頭
米
利
加
の
グ
エ
パ
ヅ
グ
に
混
入
っ
て
点
字
り
ま
し
犬
、
滑
に
文
郊
の
同
日
が
ま
イ
ゆ
け

と
一
万
ふ
名
前
は
明
か
に
倣
蘭
西
南
部
の
言
葉
k
現
は
し
て
し
て
盛
ん
に
支
那
之
角
逐
bvd
試
み
女
、
仰
な
が
ら
げ
¢
J

右

足
E

り
ま
す
、
然
る
じ
彼
の
場
所
じ
於
を
ま
し
て
ド
ミ
ニ
庁
時
中
丸
那
は
所
一
郎
康
限
帝
wv
盛
ん
な
吟
で
あ
っ
て
支
那
…
則
一
一

y
オ
プ
カ
ナ
ダ
E-r
」
云
ふ
も
の
拡
一
総
て
英
世
口
利
の
領
分
に
の
皇
室
仁
-
勝
っ
て
支
那
の
資
力
を
宿
し
て
ほ
m
つ
、
文
か
ら
磁

な
っ
て
居
る

3
う
?
の
t
り
ま
す
乙
と
は
小
皐
生
徒
も
亦
知
商
亜
も
俄
L
リ
多
く
之
に
向
っ
て
詑
お
の
慾
を
怒
し
う
け
る

る
い
協
で
あ
よ
り
ま
す
、

3
う
一
五
ふ
活
劇
が
失
張
ム
ツ
印
度
に
於
乙
と
は
出
来
な
か
っ
、
求
。
ヵ
ザ
リ
y
二
祉
に
付
て
支
羽
仁

て
行
は
れ
ま
し
花
、
而
し
て
第
十
九
世
組
の
初
応
訴
す
ま
於
て
番
い
北
本
一
が
あ
'
り
ま
す
私
は
人
わ
ら
税
叫
に
ら
れ
ま
し

し
ん
U

会
く
英
人
が
印
度
を
握
る
と
い
ふ
乙
と
が
出
来
て
仕
北
基
-
日
物
は
名
を
忘
れ
ま
し
主
ペ
カ
ザ
リ
ン
一
一
世
、
藤

舞
つ
な
の
で
あ
L

り
ま
す
、
英
人
が
印
皮
の
方
ヘ
hmγ
り
ま
し
宵
亜
ー
さ
お
ふ
と
イ
カ
テ
リ
ナ
女
王
/
で
あ
J

り
ま
す
、
此
時
一
丸

町
教
仁
枝
践
を
定
め
そ
の
勢
力
を
し
て
極
め
て
容
易
仁
極
那
の
譲
歩
を
得
て
露
百
頭
は
替
く
鋭
鉾
を
疏
め
、
千
六
百

米
の
方
面
に
及
ぼ
す
官
ず
が
出
来
、
父
、
印
も
脊
絡
を
略
し
、
明
八
十
九
年
、
支
那
の
康
照
二
十
八
年
布
名
な
ネ
ル
…
7
1
1

治
十
お
年
に
朝
鮮
の

E
女
白
岡
に
子
を
附
け
、
(
允
も
五
究
島
グ
依
約
を
以
て
暫
く
銚
鉾
を
蛾
め
柱
、
併
な
が
ら
獄
岡
山

は
其
後
手
を
隣
し
、
食
)
日
約
戦
役
の
後
は
威
海
街
に
披
l

り
一
下
の
志
除
去
だ
円
相
日
て
頃
刻
も
休
止
す
る
彪
な
く
目

Jjm引

業
聞
広
}
つ
の
仕
事
と
し
て
日
本
じ
向
つ
〈
締
約
を
泊
つ
…
物
の
子
が
拙
む
と
叉
忽
私
的
役
廃
し
て
来
る
、
九
品
が
節
制

Jw

t
z
い
ふ
乙

E
も
あ
f

り
ま
す
、
日
却
が
邸
中
り
欧
カ
東
漸
の
岡
山
公
の
相
体
の
秘
訣
で
あ
ち
ま
す
、
此
の
如
く
し
〈
一
助
4
1

?
あ
る
道
の
一
つ
で
あ

b
ま

す

(

を

始

め

、

北

露

首

直

一

が

瓦

じ

千

八

百

六

十

年

に

海

地

を

仰

w
k

第
二
は
印
も
唯
今
市
し
ま
し
北
露
両
躍
が
西
比
利
援
の
道
郎
も
締
盟
斯
徳
，
で
あ
る
乙
の
の
ニ
プ
ヂ
オ
ス
ト
ヅ
グ

2
・
示
必

的
か
ら
混
入
っ
て
来
な
の
で
あ
t
リ
交
す
、
露
西
盟
が
支
那
に
事
は
東
方
の
務
者
'
乙
い
今
滋
味
で
あ
る
、
決
し
て
卒
和
の

プ
ラ

y
セ
イ
と
い
ふ

議

t寅

日
目
八
九



5抵

j資

印
-
ほ
ー
味
で
銅
山
い
、
此
の
如
く
傍
'
如
無
人
の
名
前
を
そ
の
路
一
皆

vb補
強
瑚
徳
に
冠
ら
し
て
盆
々
、
東
術
商
下
の
勢

i
ト

出
へ
つ
k
l

あ
J

り
ま
し
た
、
是
が
印
ち
欧
カ
東
漸
の
か
ろ
一
の

滋
で
あ

b
ま
ず
第
三
の
道
は
欧
カ
東
漸
と
由
一
口
ひ
っ
h

貨
は

川
、
怖
に
し
て
酒
米
利
-
加
が
ら
来
、
宍
且
ぬ
が
殺
に
太
平
洋
一
山

川
市
・
に
役
立
っ
た

3
う
で
あ
p

り
ま
す
、
先
を
に
太
平
洋
の

謬
見
i
い
ふ
事
を
伏
線
と
し
て
述
べ
て
置
き
ま
し
た
げ
識

も
そ
れ
で
あ
ん
ま
す
、
印
も
米
関
人
は
嘉
永
六
年
九
ル
い
い

日
本
へ
や
っ
て
来
、
花
今
日

E
A
E

者
雪

F

E
邸
宅
諸
君
は
浦
賀
ヘ
遠
足
を

υ一一
御
躍
な

3
る
よ
」
其
-
年
寄
の
輿
カ
l
j

し
し
て
居
っ
た
人
に

自
足
び
に
な
る
事
が
出
来
る
、
一
日
五
人
扶
持
を
貰
ひ
ま

ιて
浦
賀
の
固
め
を
仰
打
付
け
ら
れ
た
幕
末
の
老
人
諸
君
に

必
ホ
/
御
遊
び
に
な
る
の
で
あ
I

り
ま
す
、
六
月
三
日
よ
J

り
な

l
十
一
日
迄
mm湖
が
四
隻
来
た
と
い
ふ
騒

g
¥目
夜
印
ト
ー

協
力
東
一
漸
の
第
一
一
一
の
経
路
で
あ

h
ま
し
て
、
此
越
川
恥
い
一
お

ふ
替
の
似
内
Y

心
は
兎
・

3
河
川
北
一
統
一
的
何
誠
一
宇
和
的
に
最
文
化
的

交
通
を
昆
と
し
て
政
府
活
迎
ヘ
花
、

第
四
の
経
路
は
是
等
に
比
し
て
は
殆
ど
山
一
一
口
ふ
に
足
ら
ぬ
の

で
あ
-bま
ず
、
併
な
ω
が
ら
随
分
長
い
間
経
鶴
し
た
備
随
所

つメ二 口出、
唱晶一一切ia.U'-lå-{<，\{~ 

3・e

ち
葡
萄
芳
、
首
班
芳
、
宅
亦
東
洋
に
義
民
し
ま
し
忙
け
れ

共
英
係
筋
の
下
に
在
っ
て
滋
に
マ

1
γ
ヤ
ル
群
島
宇
一
千
六

百
前
マ
!
グ
(
約
八
百
一
問
問
問
)
で
締
逃
が
買
っ
て
組
側
逃
人
は

得
滋
の
絶
頂
に
慈
し
、
食
、
味
、
d

う
一
五
ふ
巧
み
な
政
治
家
、
が
樫

山
あ
F

り
ま
す
が
日
本
で
は

3
う
一
五
ふ
風
仁
し
て
日
本
を
大

ぎ
く
す
る
事
に
得
意
な
政
治
家
主
」
一
五
ふ
者
は
飴
F

り
見
受
け

ぬ
の
で
あ
J

り
ま
す
、

3
う
一
お
ふ
風
に
A
A
け
ま
し
て
歴
史
上

に
眼
宏
者
け
て
行
を
ま
す
と
チ
ヨ
イ
ノ
¥
あ
よ
り
ま
す
、
千

八
百
レ
七
十
年
仁
蕗
米
利
加
大
統
領
プ
カ
ナ
ン
の
時
に
.
蕗
西

軍
飯
の
ア
ラ
ス
カ
で
あ
よ
り
ま
ず
、
御
案
内
の
沼
地
I

り
北
躍
米

加
が
ら
日
本
の
方
ヘ
織
が
品
目
を
出
し
北
様
な
蕗
を
資
つ
花

、
僅
が
お
宵
寓
弗
に
過
ぎ
ま
せ
ぬ
、
期
ん
な
賀
笈
な
ど
と
い

ふ
事
は
我
が
政
治
家
に
出
来
る
も
の
す
ゃ
ん
濃
い
、
我
が
政

治
家
は
只
加
爾
以
来
を
割
譲
し
ゃ
う
と
い
ふ
の
で
み
る
併

な
が
ら
平
和
の
手
段
で
賀
ふ

E
い
ふ
ん
与
は
今
の
隠
居
的
顔

付
を
し
て
居
る
政
治
家
仁
は
出
来
ま
ず
・
ま
い
、
故
に
私
は

日
本
の
政
治
家
に
賜
刊
誌
い
北
し
ま
す
日
本
の
畿
艇
の
翁
に

は
斯
う
云
ふ
貨
物
に
は
始
終
限
を
藷
け
て
演
を
党
い
の
で

ω
あ
L
リ
ま
ず
、

、d.
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待

被

日九
O

で
あ
t
り
ま
す
、
後
印
皮
か
ら
ぬ
m
J
1

り
ま
し
な
側
関
西
の
勢
力

で
あ
ん
ま
ず
、
一
五
、
セ
ス
イ
ツ
ト
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
ヅ
!

ロ
}
ド
是
は
千
六
百
二
十
凶
年
か
ら
千
六
百
三
十
年
迄
及

千
六
百
凶
十
年
わ
ら
盟
1

六
年
ま
で
今
の
交
…
枇
支
那
、
東

京
仁
滞
在
し
判
明
し
く
同
情
を
調
べ
て
働
関
西
に
報
告
し
大

そ
の
時
以
来
側
関
西
は
後
印
皮
を
凱
縦
ナ
る
ζ

と
一
日
に

あ
ら
歩
十
九
世
紀
の
学
よ

b
以
後
に
な
っ
て
後
印
皮
は
極

め
て
僻
蘭
百
の
確
か
な
尽
と
な
1

り
交
此
支
那
は
側
関
西
の

惜
別
民
地
で
東
京
、
ぎ
問
、
東
浦
茶
を
側
関
西
の
保
楼
閣
と

な
し
選
維
の
東
山
停
電
屡
々
倒
的
側
首
に
依
っ
て
脅
か

3
れ
る

郎
中
り
倣
蘭
西
は
確
允
る
足
抑
'
り
を
得
て
此
山
地
を
起
貼
Fζ

し

て
支
那
を
脅
か
す
、
品
化
は
明
治
十
年
に
前
例
戦
争
宅
あ
1

り

そ
の
前
に
一
鴻
井
戦
争
で
英
仰
カ
を
毅
せ
て
北
京
を
総
き
ま

し
校
、
叉
近
頃
拡
雲
市
貴
州
の
方
面
よ

b
着
々
之
名
を
治

問
内
部
の
閲
議
に
諮
っ
て
貨
は
利
椛
の
川
崎
断
に
努
め
つ
つ

あ
る
次
第
で
+
め
よ
ツ
ま
す
、
日
起
が
印
ち
後
印
皮
を
土
筆
・
と
せ

る
倣
闘
の
欧
カ
東
漸
の
第
閥
経
路
と
な
ナ
ベ
を
沖
も
の
で
あ

y

り
ま
す

そ
の
外
、
是
等
よ
y

り
は
税
継
い
事
モ
あ
b
ま
す
が
併
な
が

J' 

rs-A

‘zh
N
e
a
 

与

. .官

扱
て
徳
川
一
一
一
百
年
の
鎖
関
時
代
を
通
b
て
戒
は
宗
放
を
以

て
我
闘
を
侵
し
な
け
れ
共
叉
貿
易
を
許

3
れ
る
し
瓦
仁

西
洋
の
事
情
を
我
邦
仁
取
次
ヤ
E
C
云
ふ
紡
に
於
て
我
邦
の

匁
に
な
っ
北
の
は
、
先
な
る
も
の
は
宵
班
牙
、
部
羽
芳
後

な
る
-
も
の
は
和
蘭
で
あ
b-、
ま
す
、
岡
山
必
等
は
今
日
に
於
て
殆

ど
守
口
ふ
に
足
ら
な
る
勢
カ
で
あ
・
'
り
ま
す
け
れ
共
同
疋
亦
欧

カ
東
漸
の
第
一
一
位
の
璽
裂
を
有
す
る
道
筋
が
彼
等
の
内
じ

あ
t
り
ま
す
、
而
し
て
斯
か
る
歴
史
上
に
於
け
る
閣
に
あ
ら

や
ノ
し
て
現
今
第
二
位
な
が
ら
が
も
頗
る
我
々
が
注
目
す
べ
を

者
が
二
つ
あ
l

り
ま
す
、
英
一
つ
は
突
然
飛
火
を
致
し
ま
し

従
腹
州
降
、
青
島
仁
掠
る
獅
越
で
あ
J

り
ま
す
、
今
一
つ
は

千
八
百
九
十
九
年
印
も
明
治
一
一
一
十
二
年
に
列
閣
の
絞
に
倣

び
ま
し
て
今
度
情
闘
で
海
軍
根
掠
地
、
日
本
な
ら
ば
横
須

賀
、
側
関
西
な
ら
ば
y
i
ロ
ン
、
露
闘
な
ら
ば
、
グ

i
H

ン
ス
タ
ヅ
ト
之
、
も
山
一
一
口
ふ
べ
き
一
一
一
門
協
同
を
取
っ
、
北
が
、
そ
れ

を
持
果
せ
な
く
し
て
直
に
棄
て
北
と
い
ふ
大
失
敗
が
あ
F

り

ま
す
之
は
伊
太
利
政
治
家
の
仕
事
で
あ
t

り
ま
す
、
此
ニ
つ

は
飛
火
ー
し
し
て
欧
力
東
漸
と
い
ふ
事
が
如
倒
ば
か
ん
壮
烈

な
勢
を
以
て
今
日
東
洋
の
天
地
b
L
然
し
つ
h
あ
る
か
と
い

日
九
日
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司
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句
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の
区
別
は
所
制
附
働
問
幽
草
A

怖
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
y
が
出
て
居
る
馬
閥
、
表
帆
機
上
モ
舎
兄
3
れ
、
慌
の
を
脇
か
ら
行
司
を
じ

却
も
自
由
主
義
と
い
ふ
刃
も
の
が
盛
ん
に
起
っ
て
来
、
花
政
治
・
て
見
る
と
李
鴻
章
が
六
分
モ
伊
藤
長
爵
閣
下
が
四
分
E
C
見

上
に
於
て
は
自
由
主
義
が
勃
興
し
枇
舎
上
で
は
枇
合
経
総
一
え
北
と
い
ふ
新
聞
記
者
等
唱
あ
l

り
ま
し
柁
私
の
愛
す
る
否

の
大
俊
民
と
な
っ
北
と
い
ふ
乙
と
宅
大
な
る
区
別
に
相
建
…
我
々
の
極
め
て
傘
散
す
る
る
爵
伊
燦
閣
下
が
六
分
の
貸
で

な
い
、
併
な
が
ら
私
以
今
日
に
於
て
世
界
の
隠
史
家
が
限
一
占
め
る
と
云
ふ
事
は
品
化
敗
に
あ
ち
ゃ
/
し
て
何
で
あ
L
り
ま
す

を
境
3
ぬ
な
ら
ば
恐
ち
く
は
彼
等
は
門
外
者
か
ら
款
を
受
一
か
、
若
し
夫
が
事
変
で
あ
っ
て
宅
李
鴻
ネ
は
怯
界
の
人
物

く
る
と
一
五
ふ
の
危
機
に
瀕
し
は
せ
ぬ
か
之
思
び
ま
ず
、
是
一
で
あ
る
か
、
否
々
僅
に
東
洋
の
人
物
文
る
パ
テ
ン
ト
が
附

か
ら
先
を
世
界
歴
史
上
の
所
商
品
ポ
ヅ
グ
大
な
る
墳
と
す
一
い
セ
に
過
ぎ
ぬ
、
然
ら
ば
西
洋
の
ナ
ポ
レ
オ
シ
は
何
う
か
、

ぺ
を
唱
の
に
付
て
今
日
は
如
何
な
る
境
で
あ
る
わ
、
私
の
一
彼
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
一
一
世
ζ
"
々
は
我
が
興
本
鋤
陪
討
を
遁
b
て
日

限
を
以
て
凡
ま
す
る
と
今
日
之
今
日
以
前
と
の
問
に
は
賢
一
本
を
自
分
の
手
下
に
し
ゃ
う
と
考
へ
食
が
鋤
般
公
は
白
髪
遺

仁
大
な
る
境
が
あ
る
、
邸
中
り
今
日
ま
せ
は
本
官
の
意
味
に
一
民
一
議
楚
僻
と
い
ふ
詩
&
読
ん
で
断
然
倒
憾
の
翁
に
ナ
ポ
レ

於
げ
る
世
界
と
い
ふ
も
の
は
成
立
っ
て
印
刷
ら
な
か
っ
校
、
一
オ
ン
三
世
の
術
策
を
斥
け
校
、
一
世
ナ
ポ
レ
オ
シ
に
し
ま

所
初
東
洋
人
の
限
に
映
ポ
ノ
る
世
界
は
費
拡
東
洋
で
あ
っ
セ
)
し
て
系
彼
の
眼
中
来
、
だ
嘗
て
東
洋
の
総
・
略
は
鉱
山
か
つ
花
、

そ
れ
を
誤
っ
て
世
界

t
櫛
し
て
居
つ
花
、
西
洋
の
人
の
眼
遺
憾
な
が
ら
彼
は
唯
、
ニ
仰
の
欧
州
側
の
人
物
、
食
る
に
mmぎ

に
映
ず
る
世
界
は
貨
は
西
洋
，
で
あ
っ
て
そ
れ
を
削
除
っ
て
世
ぬ
、
未
だ
以
て
世
界
の
人
物
?
ζ

稀
ナ
ペ
を
オ
も
の
で
鉱
山
い
、

界

F
i一
一
口
つ
北
の
で
あ
る
、
客
槻
的
事
費
上
に
於
け
る
世
界
何
と
な
れ
ば
世
界
が
無
か
つ
北
か
ち
世
界
の
人
物
が
宥
ら

は
朱
、
だ
骨
て
成
立
し
な
か
っ
花
が
ち
で
あ
る
、
故
に
日
潟
、
ま
う
答
が
無
い
、
然
る
に
今
日
は
ど
う
で
あ
る
か
そ
の
明
治

で
の
世
界
の
怯
只
と
い
ふ
も
の
は
本
営
の
世
界
の
性
質
で
天
皇
陛
下
の
御
代
に
な
人
ソ
、
咋
出
し
て
明
治
天
皇
陛
下
の
イ

ぬ
は
あ
1

り
ま
せ
ぬ
、
所
で
彼
李
的
意

E
伊
膝
益
爵
閣
下
と
が
一
一

γ
ヤ
チ

I
プ
の
下
に
世
界
的
日
露
戦
争
を
決
行
し
北
此

諮

並走

均
す
る
に
マ
デ
一
プ
鮮
島
、
カ
ナ
リ
!
諸
島
わ
ら
先
を
へ
行
く

と
大
西
洋
の
水
炉
永
久
の
瀧
と
な
っ
て
務
る
庭
付
あ
か
誌

践
が
世
界
の
謙
一
顕
で
あ
る
と
い
ふ
迷
恕
が
行
は
似
て
居
プ
一

点
、
此
の
如
く
上
代
に
於
げ
る
東
洋
と
此
の
如
ー
を
迷
-
認
を

持
つ
て
居
つ
主
的
洋
と
が
今
日
に
於
て
は
ま
主
充
分
交

通
を
開
く
の
み
な
ら
ポ
J

命
荷
額
北
極
の
探
除
才
ら
行
は
れ

る
に
歪
っ
た
ー
賀
に
.
目
出
度
い
限
t
り
と
合
一
口
は
ね
ば
な
ら

ぬ
)
第
十
九
世
一
犯
の
後
半
に
於
て
堕
弗
利
加
内
一
地
を
探
検

l
北
の
は
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
で
あ
よ
リ
ま
ず
、
之
に
績
い

{
!
ジ
ル
ロ
ー
ザ
ノ
財
肺
病
の
島
問
を
以
て
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ー
し
一
疋

ふ
瓶
、
花
な
凶
在
建
て
る
而
し
て
叉
斑
弗
利
加
縦
貫
鍛
道
レ
し

布
く
と
い
ふ
妊
大
な
計
設
を
な
し
士
、
叉
十
年
の
問
北
極

を
探
険
し
て
八
十
六
皮
四
十
分
な
で
鴻
付
げ
た
ナ
ン
セ
シ

N
J
J
W

よ
り
ま
す
、
叉
従
来
北
極
探
検
よ
F

り
瓦
に
困
難
ー
し
し
て

あ
っ
た
市
鶴
探
検
を
企
て
八
十
八
度
三
十
三
分
の
庭
、
邸

も
山
一
一
皮
二
十
七
一
分
に
し
て
前
一
艇
に
建
ず
る
、
佳
、
か
中
即
日
独

卸
る
百
十
一

mm
し
か
細
川
い
と
い
ふ
蕗
ま
で
探
険
し
て
ユ

コ
オ
ン
ジ
ヤ
ツ
ク
の
旗
を
樹
て
大
リ
ユ
I
テ
ナ
シ
ト
ジ
・

ヤ
ッ
グ
ル
ト
シ
が
あ
L
り
ま
す
、
叱民
の
'
却
を
統
態
で
今
日
世
、

i講

被

、

一
九
四

界
で
人
跡
の
到
ら
ぬ
腐
は
鉱
山
い
、
人
跡
の
到
る
蕗
邸
忠
実

明
の
昭
光
の
湖
す
鹿
で
あ
J

り
ま
す
、
印
も
人
間
は
官
に
人

口
に
於
て
議
反
し
て
居
る
の
み
な
ち
ホ
ノ
併
せ
て
叉
安
湿
の

上
に
於
て
非
常
な
議
惑
を
な
し
校
、

3
う
一
辺
ふ
時
代
に
生

れ
A
Y
Y
允
我
々
は
非
常
に
仕
合
せ
な
者
、
だ
と
由
民
は
ね
ば
な

p
り
、
白
、

そ
と
で
斯
く
人
間
が
議
反
し
て
点
3
6ま
し
大
鹿
で
原
皮
と

云
ふ
唱
の
の
意
味
が
非
常
に
縫
っ
て
ほ
泊
る
F

と
は
諸
君
今
仰

注
意
-
に
な
る
べ
き
紡
で
あ
J

ク玄
y
、
西
洋
の
歴
史
家
i
J
恥

っ
て
叉
東
洋
の
廃
史
家
は
そ
の
奨
似
を
致
し
ま
し
て
能
く

申
し
ま
す
遇
よ
リ
回
限
史
を
四
つ
の
大
な
る
時
期
に
分
つ
ト

i

邸

も
上
古
バ
中
世
、
近
世
、
最
近
世
で
あ
1

り
ま
す
、
上
古
と

中
世
と
の
問
の
区
別
は
羅
馬
帝
園
川
削
減
ぴ
て
、
而
し
ぐ
郎

蘇
毅
ょ
ん
，
皆
時
の
一
般
舎
が
被
つ
投
影
響
と
い
ふ
十
も
の

?
i

F

り
ま
す
、
成
程
是

6
重
要
な
底
別
に
相
縫
な
い
、
中
世
と

近
世
と
の
区
別
は
所
前
ル
ネ
}
サ
ン
ス
と
云
ふ
の
で
あ
1
0

'
ま
し
て
数
舎
の
構
成
は
粉
々
変
へ
て
信
仰
は
自
由
と
な
っ

t
J
そ
の
他
特
徴
ナ
ペ
を
と
と
は
深
山
あ
'
'
り
ま
す
げ
吸
怪

是
哲
一
箇
の
重
要
な
区
別
に
相
縫
な
い
、
近
世
十

fjm忠
世

思

<~ ， 

日
九
五



同
日
露
戦
役
を
木
の
頭
に
世
界
の
舞
牽
が
グ
ル
リ
廻
腕
刊
し
校
史
は
世
界
歴
史
で
鉱
山
い
、
世
界
前
史
と
4

一
一
口
は
な
け
れ
作
成
な

と
い
ふ
唱
の
は
且
ゃ
如
何
な
る
光
景
ぞ
、
詑
に
4

初
め
て
と
ユ
ち
ぬ
、
今
日
に
至
っ
て
初
て
世
界
脱
皮
は
設
に
共
~
川
十

!
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
判
中
底
一
が
置
か
れ
花
、
悲
よ
t
り
後
一
初
日
め
(
少
を
闘
い
大
替
の
ー
ム
一
口
一
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
且
此
世
界

人
物
と
し
て
世
界
的
人
物
が
現
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
歴
史
及
世
界
前
史
p
i一
一
口
ふ
に
付
て
前
の
時
期
と
後
の
時
期

で
あ
よ
リ
ま
す
、
郎
ち
我
々
の
膝
克
服
か
ら
中
一
一
口
ふ
と
、
ナ
ポ
と
の
聞
に
一
つ
の
隠
別
特
徴
が
あ
る
、
そ
れ
は
仰
が

ιト

レ
オ
ン
唱
唯
、
人
傑
と
一
お
ふ
に
滋
S
な
い
の
で
辿
号
世
界
ふ
と
本
営
の
抽
象
的
意
味
に
於
け
る
と
ユ

γ

一
一
一
プ
イ
ー
と

的
人
物
色
以
て
許
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
乍
然
北
の
如
を
~
い
ふ
弘
の
が
同
脱
皮
の
紳
髄
と
な
る
時
代
と
と

1
γ

一一ティ

ー
は
今
日
一
例
を
摩
川
り
れ
ば
欧
探
凶
い
で
は
最
近
世
に
於
て
は
一
ー
が
米
、
だ
歴
史
の
紳
一
髄
と
な
ら
る
時
代
と
の
大
陸
一
別
p

彼
セ
ジ
ル
ロ
ー
ズ
、
リ
ピ
シ
グ
ス
ト
!
シ
の
如
を
人
が
あ
一
有
る
の
で
あ
よ
り
ま
す
、
現
今
の
先
立
つ
時
代
ま
で
は
質
札

つ
花
、
叉
本
瞥
の
最
近
世
の
人
物
と
し
て
拡
リ
ユ
!
テ
ナ

τユ
マ
ニ
テ
ィ
ー
が
直
接
に
人
間
の
際
児
の
中
極
的
民
一
迎

ン
ト
、
ジ
ヤ
ヅ
グ
ル
ト
シ
と
か
、
窓
中
飛
揚
器
の
後
一
明
者
一
と
な
っ
〈
居
ら
な
い
、
人
間
歴
史
の
緊
裂
な
中
艇
的
活
動

ヅ
ヱ
ヅ
ペ
リ
l
y
と
か
一
五
ふ
者
で
あ
f

り
ま
せ
う
、
貨
に
今
一
カ
は
と
ユ
マ
一
一
一
ア
イ
!
と
少
し
奥
っ
て
居
る
、
そ
れ
は
何

日
は
歴
史
上
非
常
な
時
期
で
あ
I

り
ま
す
、
今
日
に
於
て
本
一
で
あ
る
が
、
印
ち
ア
イ
ピ
一
一
一
一
テ
ィ
ー
で
あ
-bま
夕
、
絞

首
の
意
味
に
於
け
る
世
界
は
始
ま
つ
花
、
本
嘗
の
窓
味
に
一
る
に
今
を
距
る
レ
七
十
年
前
、
一
耽
合
感
史
の
鼻
班
た
る
庁
打

診

益

還

を

今

日

よ

b
始
ま
る
と
ま
芸
出
来
一
ギ
ユ
ス
ト
ゴ
シ
ト
は
此
室
長
〈
所
を
設
し
北
、

る
、
今
日
ま
で
の
熔
史
は
世
界
歴
史
と
い
ふ
名
を
附
け
ま
…
彼
は
何
と
ぎ
っ
て
居
る
わ
、
ア
イ
ピ
コ
テ
ィ
ー
は
今
や
下

し
て
そ
の
安
西
洋
謄
史
文
よ
り
東
洋
歴
史
食
る
に
止
ま
る
の
に
沈
U
、
之
を
漢
語
に
諒
す
れ
ば
紳
は
減
筏
し
而
し
て
人

で
み
ん
/
詮
ナ
、
併
な
が
ら
今
日
以
後
に
於
て
本
嘗
の
滋
味
は
登
臨
す
、
紳
は
今
や
此
世
に
向
っ
て

P
5
3口
を
唱
ヘ

に
於
け
る
世
界
臆
史
が
始
ま
る
、
然
る
に
今
日
以
前
の
癒
っ
、
夕
陽
西
山
に
容
く
如
を
哲
人
は
旭
日
の
東
天
に
芥
る

識

、、

. 
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唖
伊
良

f'il 1 

が
如
く
五
3
に
赫
々
大
る
勢
を
以
て
攻
第
仁
輝
を
次
第
に

日升よソつ
kn
あ
る
と
一
お
ふ
言
葉
モ
あ
J

り
ま
す
、
邸
も
デ
イ
ピ

ニ
デ
イ

1
2・
い
ふ
が
も
の
が
人
間
世
界
を
支
配
し
て
居
'
つ
な

そ
の
支
配
I・e
・
}
い
ふ
唱
の
は
多
少
鑓
選
戒
は
感
表
は
あ
よ
り
ま

す
け
れ
共
デ
イ
ピ
一
ご
プ
イ
ー
が
ヒ
ユ
マ
ニ
テ
ィ
ー
を
遜
b

て
働
い
て
居
つ
北
、
換
は
他
の
語
で
ウ
一
口
ふ
な
ち
ば
ヒ
ヰ

γ

ニ
テ
ィ
ー
が
デ
イ
ピ
コ
テ
ィ
ー
を
迩
b
て
働
い
花
と
山
一
一
口
っ

て
も
宜
い
、
然
る
に
今
日
以
後
に
於
て
異
に
と
ユ
マ
ニ
テ

イ
i
が
働
く
世
の
中
仁
な
つ
花
、
是
闘
よ
L
ツ
一
朝
一
夕
の

事
で
飯
山
い
、
歴
史
は
種
々
の
鎚
選
止
な
す
、
そ
の
機
関
と

し
て
は
レ
リ
ジ
オ
シ
も
あ
2

り
ジ
オ
ロ
グ
}
弘
あ
ち
、
プ
イ

日
ソ
ブ
イ
ー
も
あ
b
燦
々
な
宅
の
が
あ
ら
ま
し
て
、
而
し

て
人
口
の
増
殖
及
安
湿
の
援
連
と
い
ふ
欧
州
わ
ら
見
て
も
此

の
如
を
艶
港
が
あ
る
の
は
皆
今
日
以
後
に
於
て
異
ヒ
ユ
マ

ニ
テ
ィ
ー
を
大
成
し
て
ヒ
ユ
マ
コ
テ
ィ
ー
の
歴
史
、
と
い

ふ
沖
も
の
が
世
界
の
隆
史
に
な
る
と
云
ふ
の
準
備
で
あ
っ
北

の
で
あ
ム
ツ
ま
ず
、
我
々
が
歴
史
を
感
ぷ
碕
に

E
史
以
前
の

同
胞
出
ん
を
紳
代
奥
と
い
あ
事
に
数
ヘ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
よ
ツ

%
ま
す
が
、
私
は
世
界
の
前
史
も
此
意
味
ド
於
て
デ
イ
ピ
ニ

''1 
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鵠

演

日
九
六

一句

、‘，.~

テ
ィ
!
の
歴
史
、
印
も
一
種
の
紳
代
史
と
き
は
う
と
思
ふ

と
ユ
マ
ニ
テ
ィ
!
と
デ
イ
ピ
コ
テ
ィ
!
及
、
啓
時
代
と
の

区
別
、
拡
重
要
な
意
味
と
し
て
居
る
回
路
税
大
明
な
意
味
は
無

い
、
若
し
従
来
歴
唱
え
家
が
申
す
上
古
、
中
古
、
近
世
、
最
近

世
と
い
ふ
替
の
を
俄
仁
務
備
の
区
別
よ
し
す
る
な
ら
ば
、
今

日
日
露
服
役
以
前
の
世
界
歴
史
は
日
露
戦
役
以
後
の
世
界

隆
史
の
深
備
の
院
別
に
み
ら
、
下
し
て
直
仁
宇
宙
の
隠
別
と

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
の
如
く
し
て
乙
の
ヒ
ユ
マ
ニ
テ
ィ
ー

は
非
常
な
進
歩
縫
越
を
取
っ
花
、
精
し
い
乙
と
は
此
事
費

に
基
づ
い
て
諸
君
が
歴
史
を
織
が
れ
る
に
任
せ
ま
す
、
唯
、

私
は
そ
の
手
引
車
と
し
て
、
一
坊
の
蕪
雑
な
競
演
を
し
て
諸

君
の
総
賜
に
答
へ
花
次
第
で
あ
1

り
ま
す
(
拍
子
大
物
釆
)

一
九
七


